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特集　見どころ満載

7月 7日（火）
18：35～ 21：30

天の川七夕まつり

スケジュールマップ

星の里いわふね会場
15:00 ～ 21:30　

模擬店
19:20

灯ろう点火
19:30 ～ 20:00
天の川満天ライブ①
20:30 ～ 21:00
天の川満天ライブ②

私市駅前会場
15:00 ～ 21:30　

模擬店
18:00

小型灯ろうプレゼント
(数量限定 )
19:20

灯ろう点火

水辺プラザ会場
15:00 ～ 21:30　

模擬店
18:35 ～ 19:20

オープニングセレモニー
(19:20 灯ろう点火 )

私市橋会場
15:00 ～ 21:30

模擬店
19:20

灯ろう点火

　

昨
年
、
１
万
５
０
０
０
人

が
訪
れ
た
、
天
の
川
七
夕
ま

つ
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。

　

５
回
目
の
今
年
も
昨
年
に

負
け
ず
劣
ら
ず
見
ど
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
。
今
回
は
、
ま
つ

り
に
参
加
す
る
地
域
か
ら
、

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

星
の
ま

ち
観
光
協
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内　

℡

８
９
２
・
０
１
２
１
）

天の川七夕まつり
2009
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地
域
の
取
り
組
み
を
紹
介

　

松
塚
地
区
は
第
２
回
か
ら
、
有

志
や
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
、

竹
灯
ろ
う
や
エ
コ
笹
か
ざ
り
を

作
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
う

ち
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
に
、
前
川

尚
子
さ
ん
が
作
る
紙
灯
ろ
う
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
紙
灯
ろ
う
は
、
絵
を
灯
ろ

う
に
貼
り
付
け
る
作
業
以
外
は
、

前
川
さ
ん
が
一
人
で
仕
上
げ
ま

す
。
細
部
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、

松
塚
の
字
以
外
は
、
す
べ
て
の
絵

が
ひ
と
つ
な
ぎ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
細
か
い
手
作
業
な
の
で
、
大

き
い
紙
灯
ろ
う
は
、
約
１
週
間
か

か
る
そ
う
で
す
。

　

美
し
い
作
品
が
好
評
で
、
会
場

を
訪
れ
た
人
が
写
真
を
た
く
さ
ん

撮
ら
れ
て
い
く
の
で
、
本
人
も
気

合
い
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ち
な
み
に
今
年
は
、
織
姫
と
彦
星

が
空
を
舞
う
姿
に
挑
戦
す
る
そ
う

で
す
。

　

有
志
の
み
な
さ
ん
も
、
前
川
さ

ん
に
負
け
て
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
今
年
は
灯
ろ
う
い
か
だ
を

作
り
、
実
際
に
天
野
川
に
流
し
ま

す
。松
塚
地
区
は
七
夕
ま
つ
り
か

ら
一
番
遠
い
地
区
で
す
が
、
交
野

市
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
参
加
し
て
い
ま
す
。み
な
さ

ん
も
参
加
し
て
、
一
緒
に
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

写真左から藤原誠之祐さん、
前川尚子さん、前川智さん

交
野
を
盛
り
上
げ
た
い

区
長　

藤
原
誠
之
祐
さ
ん

織姫と彦星のミュージカルを上演
　オープニングセレモニーで織姫と彦星が登場
し、交野の七夕伝説をミュージカルで約10分上
演します。公演後、星の里いわふねで織姫や彦星
と一緒に記念写真を撮ることができますよ。

郷土賛歌「天の川ロマン」が完成
　「ヨーデル食べ放題」の作曲者、リピート山中さんが、郷土賛
歌「天の川ロマン」を作曲しました。オープニングセレモニー
で、ガールスカウト大阪第 107 団の人たちが合唱して披露し
ます。とても明るくさわやかな曲で、これから交野のみなさん
に口ずさんでもらえる愛唱歌になりそうです。

天野川を舞う、「天の川愛 わたし」織姫・彦星とくす玉飾り
　星の里いわふねでは、5月になると、さわやかな川風に乗っ
て、たくさんの鯉のぼりが泳ぎます。七夕の 1週間前から、そ
こに、織姫・彦星とくす玉がつるされます。くす玉は、広告紙
などで観光協会が作ったエコくす玉です。

今年の見どころを紹介

▲

前
川
さ
ん
の
紙
灯
ろ
う

　

天
野
が
原
町
地
区
は
、
観
光
協

会
の
佐
藤
会
長
か
ら
お
話
を
い
た

だ
き
、
第
２
回
か
ら
参
加
し
て
い

て
、
約
20
人
の
有
志
が
竹
灯
ろ
う

を
、
地
区
の
子
ど
も
た
ち
が
紙
灯

ろ
う
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

初
参
加
の
後
、
せ
っ
か
く
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
地

域
の
た
め
に
何
か
を
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
天
野
川

沿
い
を
き
れ
い
に
す
る
「
天
野
川

く
さ
か
り
の
集
い
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
女
性
メ
ン
バ
ー

も
集
ま
っ
て
、
花
壇
作
り
を
す
る

な
ど
、
ま
つ
り
を
き
っ
か
け
に
活

動
の
幅
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
の
私
た
ち
の
見
ど
こ

天野が原町地区の有志のみなさん
写真右下から 2番目が下田博さん

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
用
意
し
て
ま
す

区
長　

下
田
博
さ
ん

ろ
は
、
き
れ
い
に
文
字
や
星
を
切

り
抜
い
た
竹
灯
ろ
う
で
す
。竹
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
て
、
星
の
大
き

さ
を
変
え
て
い
て
、
毎
年
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。今
年
は
さ

ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た
も
の

を
作
ろ
う
と
、
当
日
の
お
楽
し
み

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

７
月
５
日（
日
）に
は
、
天
野
が

原
町
の
西
公
園
で
竹
灯
ろ
う
祭
を

や
り
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲

竹
切
り
作
業
の
様
子

観光協会会長の佐藤義也さんが

佐藤義也さん

天
野
が
原
町
地
区

松
塚
地
区

2
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市
内
の
七
夕
ま
つ
り
を
紹
介

　

私
部
西
地
区
を
横
切
っ
て
流

れ
る
天
野
川
に
架
か
る
の
が
逢

合
橋
で
す
。織
姫
を
ま
つ
る
機
物

神
社
、
彦
星
を
ま
つ
っ
て
い
た
中

山
観
音
寺
跡
の
牽
牛
石
の
中
間
点

に
あ
り
、
７
月
７
日
の
夜
に
２
人

が
出
合
っ
て
い
た
と
い
う
、
悲
し

く
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
伝
説
の
場

所
で
す
。

　

ま
つ
り
は
３
年
前
に
始
め
、
今

年
で
４
回
目
。逢
合
橋
周
辺
の
町

会
が
中
心
と
な
り
、
私
部
区
や
有

志
の
協
力
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
中
心
の
ま
つ
り
」
を
と

思
い
、
５
日(

日)

を
メ
イ
ン
に

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
で
す
。

　

園
児
や
小
学
生
、
中
学
生
の
願

い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
が
七
夕
の

夜
空
を
彩
り
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ご

参
加
く
だ
さ
い
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
長　

柴
坂
弘
機
さ
ん

(

℡
８
９
３
・
２
２
４
０)

七夕まつり前夜祭

　交野の七夕を盛りあげ
るため、商業連合会主催
で七夕のプレイベントと
して、七夕まつり前夜祭
を開催します。

と　き　7月 4日 ( 土 )16:00 ～ 21:00
ところ　市役所駐車場
内　容　模擬店（約 20店）、ステージ

タイムスケジュール
18:00～18:10 ちんどん屋

18:10～18:40 ミューズクラスタ (子ども向けミュージカル )
18:40～19:00 ちんどん屋
19:00～20:30 おやじバンド（3組）
20:30～21:00 Ｂ e～んず (ライブ )
問 い合わせ　北大阪商工会議所交野支所
（℡ 892・6700）

　

機
物
神
社
は
全
国
で
も
珍
し
い

棚た
な
ば
た
ひ
め

機
姫
を
ま
つ
っ
た
お
宮
さ
ん
で

す
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
応
仁
の
乱

の
時
、戦
が
早
く
お
さ
ま
る
よ
う
、

天
皇
の
奉ほ

う
へ
い幣
が
あ
っ
た
り
、
戦
国

武
将
た
ち
の
祈
願
が
あ
っ
た
こ
と

な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
テ
レ
ビ
局
な
ど
の
マ
ス

コ
ミ
の
報
道
が
あ
り
、
全
国
的
に

も
有
名
で
す
。境
内
は
笹
飾
り
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
夜
店
も
た
く

さ
ん
出
て
、
お
参
り
の
人
で
に
ぎ

機は
た
も
の物
神
社
の
七
夕
祭
り

７
月
６
日（
月
）、７
日（
火
）

わ
い
ま
す
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
香
道
家
の
山

中
暁
光
氏
の
指
導
の
も
と
「
星ほ

し
あ
い会

香こ
う

」
と
い
う
七
夕
に
ち
な
ん
だ
お

香
が
た
か
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

平
安
時
代
に
宮
中
で
行
わ
れ
て
い

た
優
雅
な
遊
び
で
、
今
で
も
京
都

の
冷れ

い
ぜ
い
け

泉
家
で
、
年
中
行
事
の
一
つ

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子 
ど
も
神
輿
巡
行
（
境
内
）
７
日

（
火
）午
後
４
時
〜

笹 

流
し（
逢
合
橋
付
近
）７
日（
火
）

午
後
11
時
〜

星
田
妙
見
宮
の
七
夕
祭

７
月
７
日(

火)

　

星
田
妙
見
宮
は
、「
星
田
の
妙
見

さ
ん
」
と
い
う
愛
称
で
地
域
の
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
儒
学
者
、

貝か
い
ば
ら
え
き
け
ん

原
益
軒
の
紀
行
文「
南な
ん
ゆ
う
き
こ
う

遊
紀
行
」

に
『
此
谷
の
お
く
に
、
星
の
森
有
。

星
の
社
（
現
在
の
星
田
妙
見
宮
と

思
わ
れ
る
）
あ
り
。
其
神
は
牽
牛

織
女
也
。
此
二
神
を
い
は
れ
り
』

と
書
か
れ
て
い
て
、
こ
こ
が
、
古

く
か
ら
七
夕
ゆ
か
り
の
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

当
日
境
内
で
は
伝
統
の
あ
る

色
々
な
神
事
な
ど
が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

七 

夕
祭
臨
時
博
物
館(

境
内　

参

集
所)

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

湯 
立
て
神
楽(

階
段
下)

午
後
２

時
〜

七 

夕
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム　

午
後
５
時

〜
カ
ー
ド
配
布
・
午
後
６
時
〜

ス
タ
ー
ト
※
小
学
生
対
象

妙 

見
星
太
鼓
の
奉
納
（
境
内
）
午

後
７
時
30
分

七 

夕
飾
り
祈
願
焚
き
上
げ
祭
り

(

妙
見
河
原
駐
車
場)

午
後 

８

時
30
分
〜

逢あ
い
あ
い
ば
し

合
橋
七
夕
ま
つ
り

７
月
５
日（
日
）〜
７
日（
火
）

特集　見どころ満載
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市政のうごき

かたの地域創造塾
～摂南大学との連携講座～

問い合わせ　企画財政室企画担当
（℡  892・0121）

　

交
野
市
と
包
括
協
定
を
結
ん
で

い
る
摂
南
大
学
の
協
力
に
よ
り
、

「
未
来
の
か
た
の
が
よ
り
住
み
よ

い
ま
ち
、
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な
る

こ
と
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と
し
て
、

地
域
創
造
塾
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
創
造
塾
以
外
の
摂

南
大
学
と
連
携
し
た
催
し
や
、
摂

南
大
学
独
自
の
催
し
な
ど
も
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

第 1回　「みんなで元気なまちをつくるコツ」
と　き　7月 18日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ　いきいきランド交野　会議室 2
定　員　40人
講　師　経営情報学部教授　羽石寛寿さん
　　　　経営情報学部非常勤講師　河田正興さん
第 2回　「川の生きものが教える　自然・環境を守るツボ」
と　き　9月 5日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ　ゆうゆうセンター 2階　体験学習室
定　員　40人
講　師　工学部講師　石田裕子さん
第 3回　「心と体の仕組みを知って豊かな人生をつくるツボ」
と　き　9月 26日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ　ゆうゆうセンター 3階　展示活用室
定　員　40人
講　師　薬学部教授　荻田喜代一さん
第 4回　「興味がわき出る学びのトキ」
と　き　10月 17日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ・定員　未定
講　師　外国語学部教授　村田俊明さん
　　　　外国語学部講師　朝日素明さん
第 5回　「誰もが楽しめるまちを設えるコツ」
と　き　11月 7日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ・定員　未定
講　師　工学部教授　田中直人さん
第 6回　「暮らしの助け合いに新しい風がふきこむトキ」
と　き　12月 5日（土）午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ・定員　未定
講　師　法学部教授　樫原義比古さん
※日程・講師などが、変更になる場合があります。
申し込み　企画財政室企画担当（℡   892・0121）

と 　

き　

８
月
１
日
（
土
）・
２
日

（
日
）・
３
日
（
月
）・
21
日
（
金
）・

22
日（
土
）・
23
日（
日
）の
う
ち
、い

ず
れ
か
１
日
、
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
０
時
30
分

※ 

い
ず
れ
も
同
じ
内
容
の
講
習
で
す

が
、２
回
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

摂
南
大
学
寝
屋
川
キ
ャ
ン
パ
ス

10
号
館（
寝
屋
川
市
池
田
中
町
17

－

８
）

内 　

容　

持
っ
て
い
る
デ
ジ
カ
メ
画
像

な
ど
で
絵
は
が
き
や
絵
日
記
を
作
成

（
初
心
者
向
け
講
習
会
）

※ 

講
習
会
終
了
後
、
学
生
食
堂
で
昼
食

（
無
料
）が
あ
り
ま
す
。

対　

象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者

※ 

祖
父
母
も
同
伴
で
き
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月
１
日

（
水
）
〜
15
日
（
水
）
に
社
会
教
育
課

（
℡  
８
９
２
・
７
７
２
１
）

夏の薬草見学会

と　き　8月 2日（日）午後 1時～ 4時
と ころ　摂南大学薬学部附属薬用植物園（枚方市長尾
峠町 45－ 1）
定　員　先着 50人（予約制）
参加費　無料
申 し込み　7月 7日（火）から、はがき・ファクス・
e メールで、①氏名②住所③電話番号④ファクス
番号を、〒 572 － 0042　寝屋川市東大利町 2 －
14 摂南大学地域連携センター（℻   829・7888　
e-mail:chiiki@ofc.setsunan.ac.jp）
問い合わせ　同センター（℡   829・0386）

第 5回摂南大学英語教育フォーラム

と　き　8月 1日（土）午後 2時～ 5時
と ころ　摂南大学寝屋川学舎　スカイラウンジ（寝屋
川市池田中町 17－ 8）
テーマ　「英語が使える日本人の育成」
定　員　120人（予約制）
申 し込み・問い合わせ　摂南大学外国語学部事務室（℡  
839・9195）

親
子
で
学
ぶ
パ
ソ
コ
ン
教
室
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■
保
険
料
の
料
率
が
決
定

　

７
月
は
、
１
年
間
の
保
険
料
が

決
定
す
る
月
で
す
。被
保
険
者
に

７
月
中
旬
に
発
送
予
定
の
、
本
算

定
納
入
通
知
書
（
21
年
７
月
〜
22

年
３
月
）
に
は
、
確
定
し
た
年
間

保
険
料
か
ら
仮
算
定
期
間
（
21
年

４
月
〜
６
月
）
の
額
を
差
し
引
い

た
も
の
を
月
割
り
計
算
し
て
記
載

し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
前
年（
20
年
）中
の

所
得
と
、
21
年
度
の
加
入
者
数
・

世
帯
数
を
基
礎
と
し
て
決
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
は
医
療

分
、
支
援
金
分
、
介
護
分
を
合
算

し
た
額
で
す
。

　

20
年
度
に
比
べ
、
高
齢
者
支
援

金
分
は
拠
出
金
が
11
か
月
か
ら
12

か
月
分
の
負
担
と
な
っ
た
た
め
増

国民健康保険
のお知らせ

問い合わせ　国民健康保険課
（℡  892・0121）

21 年度保険料の料率 医療分 支援金分 介護分

（
①
〜
③
の
合
計
）

年
間
保
険
料

①所得割
基準総所得金
額（20年中の
所得が対象）

× 6.8％ × 1.6％ × 1.4％

②均等割 被保険者 1人
あたり 27,700 円 7,200 円 6,200 円

③平等割 1世帯あたり 22,700 円 5,900 円 3,700 円
限度額 43万円 12万円 10万円

※ 40歳以上 65歳未満の国保加入者は、介護分が加算されます。

所得割の基準総所得金額の計算方法

▽給与所得など
　 給与収入－給与所得控除－基礎控除（33万円）

▽公的年金など
　 年金などの収入－公的年金等控除－基礎控除
（33万円）

▽ 営業・その他の事業・不動産所得など
　 収入－必要経費（専従者給与、控除を含む）－
基礎控除（33万円）

加
（
１
・
５
％
か
ら
１
・
６
％
へ
）

し
ま
し
た
が
、
介
護
分
を
減
少

（
１
・
５
％
か
ら
１
・
４
％
へ
）
し

た
た
め
、
全
体
と
し
て
は
、
ほ
ぼ

前
年
ど
お
り
に
据
え
置
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
分
（
40
〜
65
歳
未

満
の
被
保
険
者
が
対
象
）
の
限
度

額
は
、
９
万
円
か
ら
国
の
基
準
と

同
じ
10
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

保
険
料
率
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

■ 

保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
）

　

現
在
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
で
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る
人

の
う
ち
、
次
の
①
〜
③
の
条
件
を

全
て
満
た
す
世
帯
は
、10
月
か
ら
、

保
険
料
を
世
帯
主
の
年
金
か
ら
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

※ 

一
度
該
当
し
て
い
て
、
中
止
の

申
請
を
出
し
て
い
る
人
は
、
引

き
続
き
今
ま
で
通
り
の
支
払
い

方
法
に
な
り
ま
す
。

※ 

分
割
納
付
を
し
て
い
る
人
で
、

分
割
納
付
だ
け
で
支
払
い
を
し

て
い
る
人
は
、
特
別
徴
収
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。現
年
の
毎

月
分
を
払
い
な
が
ら
、
過
去
の

保
険
料
も
分
割
で
支
払
っ
て
い

る
人
は
、
現
年
分
の
み
特
別
徴

収
と
な
り
、
分
割
納
付
し
て
い

る
過
去
分
は
今
ま
で
通
り
の
支

払
い
に
な
り
ま
す
。

対　

象

① 

国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員

が
、
65
歳
〜
74
歳
で
構
成
さ
れ

て
い
る
世
帯
の
世
帯
主

※ 

国
民
健
康
保
険
上
の
世
帯
主

で
、
擬
制
世
帯
主
の
場
合
は
除

き
ま
す
。

※ 

同
じ
世
帯
に
64
歳
以
下
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
場
合

は
、
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

② 

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
世
帯

主
が
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年

金
を
受
給
し
て
い
る

③ 

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
世
帯

主
が
、
介
護
保
険
料
の
特
別
徴

収
対
象
者
で
、
世
帯
主
の
介
護

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
料
の

合
計
額
が
、
年
金
支
給
額
の
２

分
の
１
を
超
え
な
い

※ 

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、

介
護
保
険
料
の
み
特
別
徴
収
さ

れ
ま
す
。

■
該
当
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
に

は
、
７
月
中
旬
発
送
予
定
の
本
算

定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
た
に
特
別
徴
収
に
な
る
場
合

は
、
９
月
分
ま
で
は
納
付
書
・
口

座
振
替
で
の
支
払
い
と
な
り
、
10

月
分
か
ら
特
別
徴
収
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
本
算
定
通
知
書
に
、
特

別
徴
収
の
中
止
申
請
も
同
封
し
ま

す
の
で
、
特
別
徴
収
を
希
望
し
な

い
人
は
、
７
月
末
ま
で
に
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
以
降
に
申

請
し
た
場
合
、
10
月
分
の
特
別
徴

収
は
停
止
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

一
度
、中
止
の
申
請
を
す
る
と
、

変
更
の
申
し
出
が
な
い
限
り
、
特

別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
。た
だ

し
、
保
険
料
に
滞
納
が
あ
る
場
合

は
、
中
止
の
申
請
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
別
徴
収
に
関
し
て
不
明
な
点

が
あ
る
人
や
、
保
険
料
の
支
払
い

が
困
難
な
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※ 

口
座
振
替
を
し
て
い
る
人
は
、

10
月
か
ら
自
動
的
に
特
別
徴
収

に
切
り
替
わ
り
、
口
座
か
ら
の

引
き
落
と
し
は
止
ま
り
ま
す
の

で
、
口
座
振
替
停
止
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

口
座
振
替
停
止
の
通
知
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
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介護保険の
お知らせ

問い合わせ　高齢介護課（℡  893・6400）

■
保
険
料
の
本
算
定

　

７
月
は
１
年
間
の
介
護
保
険
料

を
決
定
す
る
月
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
人
）
に
「
本
算
定
納
入
通
知
書
」

ま
た
は
「
介
護
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
、
７
月
中
旬
に
送
り
ま

す
。

　

各
通
知
書
に
は
、
決
定
さ
れ
た

年
間
保
険
料
か
ら
仮
算
定
期
間
分

（
普
通
徴
収
の
人
は
４
〜
６
月
分
、

特
別
徴
収
の
人
は
４
〜
９
月
分
）

を
引
い
た
額
を
月
割
り
計
算
し
て

記
載
し
て
い
ま
す
。

■
保
険
料
段
階
の
変
更

　

４
月
か
ら
、
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
段
階
が
、
６
段
階
か
ら

９
段
階
（
下
表
の
と
お
り
）
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

　

被
保
険
者
は
、
40
〜
64
歳
の
医

療
保
険
加
入
者
と
、
65
歳
以
上
の

す
べ
て
の
人
で
す
。こ
の
制
度
は

み
な
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
で
運

営
さ
れ
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

で
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
、

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
保
険
料
は
期
限
ま
で
に

　

保
険
料
の
滞
納
が
あ
っ
た
場

合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
と
き

に
支
払
う
１
割
の
自
己
負
担
が
３

割
に
な
る
な
ど
、
滞
納
期
間
に
応

じ
た
保
険
給
付
の
制
限
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
軽
減

　

真
に
生
活
が
困
難
な
状
況
に

あ
る
人
に
対
し
て
、
生
活
実
態
に

則
し
た
保
険
料
の
軽
減
を
行
い
ま

す
。

対 　

象　

介
護
保
険
料
段
階
区
分

が
第
３
段
階
で
、
次
の
①
〜
⑤

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
し
、
保

険
料
の
支
払
い
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
人

① 

世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と
（
確
定
申
告
ま
た
は

市
民
税
申
告
が
必
要
）

② 

世
帯
の
年
間
収
入
合
計
が
96
万

円
以
下
で
あ
る
（
２
人
以
上
の

場
合
は
、
１
人
に
つ
き
48
万
円

を
加
算
）

③ 

市
民
税
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
（
医
療
保
険
の
扶

養
者
も
含
む
）

④ 

市
民
税
課
税
者
と
生
計
を
共
に

し
て
い
な
い
こ
と

⑤ 

資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な

お
、
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
状

態
に
あ
る
こ
と
（
住
居
用
資
産

を
除
く
、
ま
た
預
貯
金
な
ど
は

３
５
０
万
円
以
下
）

軽 

減
内
容　

保
険
料
第
３
段
階

（
21
年
度
年
間
４
万
１
６
２
８

円
）
を
、
第
２
段
階
（
21
年
度

２
万
７
７
５
６
円
）
と
し
、
年

額
１
万
３
８
７
２
円
を
軽
減

※ 

当
該
年
度
の
未
到
来
の
右
記
分

を
上
限
額
と
し
ま
す
。

申 
し
込
み　
「
平
成
21
年
度
本
算

定
決
定
（
変
更
）
納
入
通
知
書
」

ま
た
は
「
介
護
保
険
料
決
定
通

知
書
」、
印
鑑
、
預
貯
金
・
年
金

受
給
額
が
確
認
で
き
る
も
の
を

持
参
の
う
え
、高
齢
介
護
課

■
保
険
料
の
徴
収
猶
予

　

保
険
料
の
支
払
い
が
、
一
時
的

に
困
難
な
状
況
に
あ
る
人
は
、
徴

収
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第 1号被保険者（65 歳以上）の介護保険料

所得段階 対象者 保険料額
（年額）

第 1段階
・生活保護世帯
・ 老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非
課税の人

27,756 円

第 2段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の本人の合計
所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円
以下の人

27,756 円

第 3段階 世帯全員が市民税非課税で、第 2段階に該当
しない人 41,628 円

第 4段階
世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人
が市民税非課税で前年の本人の課税年金収入額
と合計所得金額の合計が80万円以下の人

49,956 円

第 5段階
（基準額）

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人
が市民税非課税で、第 4段階に該当しない人 55,500 円

第 6段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200万円未満の人 69,372 円

第 7段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
200万円以上 400万円未満の人 83,244 円

第 8段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
400万円以上 600万円未満の人 91,572 円

第 9段階 本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が
600万円以上の人 99,900 円

※ 合計所得金額とは、収入金額－必要経費＝所得金額で、それぞ
れの所得を合計したものです。

（例）年金所得＋給与所得＋一時所得＝合計所得
　　（扶養、保険料などの控除前）

保険料の納め方（第 1号被保険者）

特別徴収（年金から天引き）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1
万 5千円）以上の人は、2か月ごとの年金定
期支払時に、介護保険料が天引きされます。
４
月

６
月

８
月

10
月

12
月

２
月

仮徴収期間 本徴収期間
※  8 月から新たに年金天引きを開始する人は
上表とは異なります。

普通徴収（納付書・口座振替）
　老齢・退職年金などが年額 18万円（月額 1
万 5千円）未満の人、特別徴収が開始される
前の人は、納付書を送りますので、納付期限
までにお近くの金融機関で納めてください。
　また、納め忘れがないよう、口座振替をお
勧めします。
４
月
５
月
６
月
７
月
８
月
９
月
10
月
11
月
12
月
１
月
２
月
３
月

仮算定
期間 本算定期間
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後期高齢者医療制度の
お知らせ

問い合わせ　市民総合窓口担当
（℡  892・0121）

■
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

８
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
が
桃
色
に
変
わ
り
ま

す
。
新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７

月
下
旬
ま
で
に
送
り
ま
す
。新
し

い
被
保
険
者
証
は
届
い
た
と
き
か

ら
22
年
７
月
31
日
ま
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

（
浅
黄
色
）
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。有
効
期
限
の
切
れ
た

被
保
険
者
証
は
、
破
棄
す
る
か
、

市
民
総
合
窓
口
担
当
ま
で
お
返
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
い
被
保
険
者
証

と
同
封
し
て
い
る
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
し
お
り
」
の
中
に
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望

カ
ー
ド
」を
と
じ
て
い
ま
す
。ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場

合
は
、
そ
の
カ
ー
ド
を
医
師
・
薬

剤
師
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
決
定

　

21
年
度
の
保
険
料
の
決
定
（
本

算
定
）
に
伴
い
、
被
保
険
者
の
み

な
さ
ん
に
は
、「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」と「
納
入
通
知
書
」を
送
り

ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
次
の

①
②
の
２
通
り
で
す
。

　

ま
た
、
年
度
途
中
で
被
保
険

者
に
な
っ
た
人
は
、
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
か
ら
月
割
り
で
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
特
別
徴
収

　

原
則
と
し
て
、
年
額
18
万
円
以

上
の
年
金
受
給
者
は
、
毎
年
度
４

月
か
ら
、
年
６
回
の
年
金
支
給
の

際
、
保
険
料
を
天
引
き
で
、
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

②
普
通
徴
収

　

特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い

人
は
、
市
が
定
め
る
納
期
（
毎
年

７
月
〜
翌
３
月
ま
で
の
９
期
）
に

納
入
通
知
書
（
納
付
書
）
や
口
座

振
替
な
ど
で
保
険
料
を
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

特
別
徴
収
を
口
座
振
替
に
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。希
望

す
る
人
は
、
手
続
き
や
基
準
が

あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
の
軽
減
措
置（
下
表
参
照
）

　

21
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料

軽
減
措
置
（
均
等
割
の
７
割
・
５

割
・
２
割
の
軽
減
措
置
）に
加
え
、

下
表
の
軽
減
措
置
を
行
い
ま
す
。

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
に
軽

減
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
日
の
前
日
に
お
い
て
、
会

社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
、

船
員
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
人
は
、
加
入
後
２
年
を
経
過

す
る
ま
で
、
所
得
割
額
は
課
さ

れ
ず
、
均
等
割
額
が
５
割
軽
減

で
す
が
、
21
年
度
は
９
割
軽
減

と
な
り
ま
す
。

※ 

所
得
割
額
の
賦
課
対
象
者
の
う

ち
、
所
得
割
額
算
定
に
か
か
る

「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額

等
」が
、
58
万
円
以
下（
年
金
収

入
の
み
の
場
合
は
、
そ
の
収
入

が
２
１
１
万
円
以
下
）の
人
は
、

20
年
度
と
同
様
に
所
得
割
額
が

５
割
軽
減
と
な
り
ま
す
。

■
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て

　

保
険
医
療
機
関
な
ど
で
の
自
己

負
担
割
合
は
、
毎
年
８
月
１
日
現

在
で
当
該
年
度
（
４
月
〜
７
月
は

前
年
度
）
の
「
地
方
税
法
上
の
各

種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課
税
標

準
額
）」
に
よ
り
定
期
判
定
を
行

い
ま
す
。

　

自
己
負
担
割
合
は
、
一
般
が
１

割
、
現
役
並
み
所
得
者
が
３
割
に

な
り
ま
す
。

▽ 

一
般
＝
同
一
世
帯
内
の
被
保

険
者
全
員
が
住
民
税
の
課
税
所

得
（
各
種
控
除
後
の
所
得
）
が

１
４
５
万
円
未
満
の
場
合

▽ 

現
役
並
み
所
得
者
＝
同
一
世

帯
内
に
住
民
税
の
課
税
所
得

（
各
種
控
除
後
の
所
得
）
が

１
４
５
万
円
以
上
の
被
保
険
者

と
、
そ
の
被
保
険
者
と
同
じ
世

帯
の
被
保
険
者

※ 

被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
内
で

あ
っ
て
も
、
世
帯
構
成
の
変
更

や
所
得
更
生
な
ど
に
よ
り
、
自

己
負
担
割
合
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
の

判
定
で
は
、
４
月
〜
７
月
は
前

均
等
割
額
の
軽
減

所得の判定区分 軽減割合 軽減後の被保険者
均等割額（年額）

① 下の②の世帯に属する被保険者で、当該世帯の被保険者全員が年金収
入 80万円以下（その他各種所得が 0円）であるとき

9割
（21年度新設） 4,741 円

② 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、基礎控除
額（33万円）を超えないとき

8.5 割
（21年度特例） 7,112 円

③ 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、【基礎控除
額（33万円）＋24.5万円×被保険者の数（被保険者である世帯主を除く】
を超えないとき

5割 23,707 円

④ 世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額等が、【基礎控除
額（33万円）＋ 35万円×被保険者の数】を超えないとき 2割 37,932 円
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年
度
、
８
月
〜
翌
３
月
は
当
該

年
度
の
所
得
（
課
税
標
準
額
）

を
用
い
ま
す
。

※ 
現
役
並
み
所
得
者
と
判
定
さ
れ

た
場
合
で
も
、
左
記
の
要
件
に

該
当
す
る
と
き
は
、
窓
口
で
申

請
（
基
準
収
入
額
適
用
申
請
）

を
す
る
こ
と
で
、
１
割
負
担
に

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

要　

件

▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

の
場
合
＝
被
保
険
者
本
人
の
収

入
額
が
３
８
３
万
円
未
満
の
と

き
▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
複
数

い
る
場
合
＝
被
保
険
者
の
収
入

合
計
額
が
５
２
０
万
円
未
満
の

と
き

▽ 

同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１

人
で
、
同
一
世
帯
に
70
歳
以
上

75
歳
未
満
の
人
が
い
る
場
合

＝
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
以
上
の
場
合
で
、

被
保
険
者
本
人
と
70
歳
以
上
75

歳
未
満
の
人
の
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満
の
と
き

■ 

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

の
更
新

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）
は
、
医
療
機
関
に

入
院
し
た
際
に
窓
口
で
提
示
す
る

と
、
医
療
費
・
食
事
代
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
も
の
で
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
（
区
分
Ⅰ
・
Ⅱ
）
に
属

す
る
被
保
険
者
が
対
象
で
す
。

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日
ま

で
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
有
効
と

な
る
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け

る
た
め
に
は
、
７
月
中
に
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人
で
も
、
対
象
と
な
り
交
付
を

希
望
す
る
場
合
は
、
窓
口
で
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局

▽ 

保
険
料
、
被
保
険
者
資
格
、
被

保
険
者
証
な
ど
に
関
す
る
こ
と

＝
資
格
管
理
課
（
℡  
06
・
４
７

９
０
・
２
０
２
８
）

▽ 

給
付
事
務
、
保
健
事
業
（
健
康

診
査
）、
医
療
費
通
知
、
レ
セ
プ

ト
点
検
に
関
す
る
こ
と
＝
給
付

課
（
℡  
06
・
４
７
９
０
・
２
０

３
１
）

▽ 

事
務
局
庶
務
、
予
算
編
成
・
経

理
、
広
域
連
合
議
会
、
広
報
広

聴
に
関
す
る
こ
と
＝
総
務
企
画

課
（
℡  
06
・
４
７
９
０
・
２
０

２
９
）

自己負担限度額とその判定基準

課税
状況 負担区分 負担

割合 判定基準
自己負担限度額（月額）

外来
（個人単位）

外来＋入院
（世帯単位）

課税
世帯

現役並み
所得者 3割 同一世帯に住民税の課税所得（各種控除後の所得）が 145万円以上の被保険者がいる場合 44,400 円 80,100円＋1％（※1）

（44,400 円）（※ 2）

一　般

1割

同一世帯の被保険者全員の住民税の課税所得（各
種控除後の所得）が 145万円未満 12,000 円 44,400 円

非課税
世帯

区分Ⅱ 住民税非課税世帯に属する被保険者

8,000 円

24,600 円

区分Ⅰ

▽ 住民税非課税世帯のすべての世帯員の各所得が 0
円となる人
※ 公的年金等控除額は 80万円として計算

▽ 住民税非課税世帯に属する老齢福祉年金を受給
している被保険者

15,000 円

（※ 1）医療費が 267,000 円を超えた場合は、その超えた分の 1％が加算されます。
（※ 2）（　）内の金額は、年 4回以上該当した場合の 4回目以降の額です。
※入院時の食事代や差額ベッド代など、保険診療外の費用はふくみません。
※ 月の途中で 75歳になった場合、その誕生月については、誕生日前に加入していた医療保険制度と誕生日後の
後期高齢者医療制度の自己負担限度額が、それぞれ通常月の半額になります。

入院時の食事代
課税状況 負担区分 標準負担額（1食あたり）

課税
世帯

現役並み
所得者 260円
一般

非課税
世帯

区分Ⅱ
210円 過去 1年以内の入院日数が 90日以内の場合
160円
（※ 1）

過去 1年以内の入院日数
が 90日を超える場合

区分Ⅰ 100円

（※  1）適用を受けるためには、窓口での手続きが必
要です。

療養病床に入院したとき

課税状況 負担区分 食費
（1食あたり）

居住費
（1日あたり）

課税
世帯

現役並み
所得者 460円（※ 1）

320 円一般

非課税
世帯

区分Ⅱ 210円
区分Ⅰ 130円
老齢福祉
年金受給者 100円 0円

（※  1）管理栄養士・栄養士により栄養管理が行われ
ている場合です。それ以外の場合は 420円です。
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定額給付金
申請期限は9月24日（木）まで

申請をお忘れなく

　

市
は
、
３
月
下
旬
に
定
額
給
付

金
の
申
請
書
を
、
各
世
帯
主
の
み

な
さ
ん
に
郵
送
し
ま
し
た
。

　

受
け
取
り
い
た
だ
い
た
世
帯
主

の
み
な
さ
ん
は
、「
交
野
市
定
額
給

付
金
申
請
書
（
請
求
書
）」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
記
載
内
容
を
確

か
め
て
、
同
封
の
返
送
用
封
筒
で

郵
送
に
て
、
申
請
期
限
の
９
月
24

日
（
木
）
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
本
館
２
階
定
額

給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

事
業
推
進
室
、
星
田
出
張
所
で
も

申
請
書
を
受
理
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
書
が
ま
だ
届
い
て

い
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

給
付
金
事
務
の
処
理
状
況
に

つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.kata

no.osaka.jp/

）
で
確
認
で
き

ま
す
。

　

定
額
給
付
金
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意

　　

定
額
給
付
金
の
手
続
き
で
、
次

の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
自
宅
や
職
場
な
ど
で
、

市
や
総
務
省
を
か
た
っ
た
電
話
な

ど
が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

① 

市
や
総
務
省
な
ど
の
職
員
が
Ａ

Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
け
払
い
機
）

の
操
作
を
お
願
い
す
る

② 

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

も
ら
う

③ 

市
や
総
務
省
な
ど
が
給
付
の
た

め
の
手
数
料
の
振
り
込
み
を
求

め
る

問い合わせ　定額給付金・子育て応援
特別手当事業推進室（℡  892・0121）

市政のうごき

市条例に違反した
パチンコ店建築が
進んでいます

問い合わせ　都市計画課（℡  892・0121）

　

市
は
、
市
民
の
健
全
な
風
俗
を

維
持
す
る
た
め
、「
キ
ャ
バ
レ
ー

等
、
パ
チ
ン
コ
遊
技
場
及
び
ラ
ブ

ホ
テ
ル
等
」
の
特
定
建
築
物
の
立

地
と
建
築
な
ど
の
規
制
を
行
い
、

良
好
な
社
会
環
境
と
教
育
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
風

俗
営
業
等
に
係
る
特
定
建
築
物
の

建
築
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
建
築
主
は
、
市
の
再
三

に
わ
た
る
中
止
要
請
を
受
け
入
れ

ず
、
こ
の
条
例
に
違
反
す
る
パ
チ

ン
コ
遊
技
場
の
建
築
な
ど
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

市
は
、
建
築
主
に
対
し
、
ひ
き

つ
づ
き
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
建

築
中
止
命
令
な
ど
を
履
行
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
建
築
物
な
ど

は
次
の
と
お
り
で
す
。

建 

築
位
置　

星
田
５
丁
目
４
０
１

０

－

４
、
４
０
１
１

－

５
（
左

地
図
参
照
）

違 

反
内
容　

風
俗
営
業
等
に
係
る

特
定
建
築
物
の
建
築
等
の
規
制

に
関
す
る
条
例
第
３
条
第
２
項

の
規
定
に
基
づ
く
、
次
の
パ
チ

ン
コ
遊
技
場
の
禁
止
区
域
で
の

建
築
な
ど

① 

小
・
中
学
校
か
ら
の
距
離
１
５

０
㍍
以
内

②
通
学
路
か
ら
の
距
離
50
㍍
以
内

③ 

住
居
系
用
途
地
域
の
区
域
界
か

ら
の
距
離
１
０
０
㍍
以
内

是 

正
措
置　

風
俗
営
業
等
に
係
る

特
定
建
築
物
の
建
築
等
の
規
制

に
関
す
る
条
例
第
９
条
に
基
づ

く
、
禁
止
通
知
、
計
画
改
善
勧

告
お
よ
び
建
築
等
中
止
命
令

星田５丁目 4010 － 4
　　　　　 4011 － 5

星田駅

旭小学校

星田小学校

あさひ幼児園
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市政のうごき

国、西日本高速道路㈱［第二京阪道路事業者］は、
平成21年度の供用を目標に事業を進めています第二京阪道路の状況（5月の動き）

▽各地区と協議会、事業者による説明会
　 15 日：天野が原町区
　17日：柴野区

▽各地区役員と話し合いを実施

▽ 事業者が現場見学会を実施
　 10 日：向井田いきいきランド前（516 人
が参加）
　 17 日：天野が原町 2丁目地内（542 人が
参加）

　最新の状況は、ホームページ（http://www. 
city.katano.osaka.jp/）に掲載しています。
問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・
0121）

虫の被害に
注意してください

問い合わせ　環境保全課（℡  892・0121）

【
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
】

　

市
内
で
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
が
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。攻
撃
性
は
な

く
、
お
と
な
し
い
ク
モ
で
す
が
、

強
い
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。セ

ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を
見
つ
け
て
も
、

素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ク 

モ
の
特
徴　

体
長
約
１
セ
ン

チ
、
全
体
に
黒
く
、
背
に
赤
い

帯
状
の
模
様
が
あ
る

よ 

く
発
見
さ
れ
る
と
こ
ろ　

巣
を

は
る
適
当
な
す
き
間
の
あ
る
と

こ
ろ
（
排
水
溝
や
そ
の
ふ
た
の

裏
、
植
木
鉢
の
縁
、
ク
ー
ラ
ー

の
室
外
機
の
裏
な
ど
）

駆 

除
方
法　

市
販
の
家
庭
用
ス
プ

レ
ー
殺
虫
剤
を
噴
霧
し
て
駆
除

※ 

万
が
一
、
か
ま
れ
た
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
病
院
で
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
ハ
チ
の
巣
の
駆
除
】

　

春
〜
夏
は
、
ハ
チ
の
巣
作
り
が

活
発
に
な
る
季
節
で
す
。巣
が
大

き
く
な
る
前
に
駆
除
し
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
市
で
は
、
ア
シ
ナ
ガ
バ

チ
の
駆
除
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
各
家
庭
で
駆
除
を
お
願
い
し

ま
す
。自
分
で
駆
除
で
き
な
い
場

合
は
、
専
門
業
者
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

■ 

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
方
法

▽ 

夕
方
や
日
の
出
前
な
ど
気
温
が

低
い
時
間
帯
を
選
ぶ

▽ 

ハ
チ
専
用
の
ジ
ェ
ッ
ト
式
殺
虫

剤
を
使
う

▽ 

殺
虫
剤
は
、
１
〜
２
㍍
離
れ
た

風
上
か
ら
５
〜
10
秒
程
度
噴
霧

す
る

▽ 

肌
を
露
出
し
な
い
白
っ
ぽ
い
服

装
を
着
用
す
る

▽
化
粧
や
香
水
は
厳
禁

▽ 

夜
間
に
電
灯
を
照
ら
す
場
合

は
、赤
い
セ
ロ
ハ
ン
を
か
ぶ
せ
る

▽ 

ハ
チ
が
い
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ

に
巣
を
取
り
除
く

■ 

駆
除
中
、駆
除
後
の
注
意

▽ 

殺
虫
剤
を
噴
霧
す
る
と
ハ
チ
は

飛
び
散
り
ま
す
が
、
攻
撃
は
し

て
こ
な
い
の
で
噴
霧
を
続
け
て

く
だ
さ
い

▽ 

駆
除
後
も
多
少
ハ
チ
が
戻
っ
て

き
ま
す
が
、
巣
が
な
け
れ
ば
、

や
が
て
い
な
く
な
り
ま
す

▽ 

家
の
周
囲
を
飛
ん
で
い
る
ハ
チ

は
、
え
さ
を
求
め
て
飛
ん
で
い

ま
す
の
で
、
刺
激
を
与
え
な
け

れ
ば
、攻
撃
し
て
き
ま
せ
ん

■
も
し
も
刺
さ
れ
た
ら

▽ 

刺
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
消
毒
液
で

消
毒
し
、
す
ぐ
に
病
院
で
受
診

し
て
く
だ
さ
い

▽ 
皮
膚
に
毒
針
が
残
っ
て
い
る
場

合
は
、
毒
の
う
を
つ
ぶ
さ
な
い

よ
う
に
抜
き
取
る

■ 

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
と
ス
ズ
メ
バ
チ

の
巣
の
見
分
け
方

　

ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
の
巣
は
、
ジ
ョ

ー
ロ
や
シ
ャ
ワ
ー
の
先
の
よ
う
な

形
で
穴
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
は
、
丸
い
球
形

か
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
だ

円
の
球
形
で
し
ま
模
様
が
あ
り
、

穴
が
１
つ
だ
け
で
す
。

向井田いきいきランド前
現場見学会

天野が原町 2丁目
現場見学会

（長さ8㍍の遮音壁前）
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電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　財政健全化推進室、市長公室、
　企画財政室、総務課、人事課、
　税務室、市民総合窓口担当、
　市民課、国民健康保険課、
　こども室、商工観光課、
　議会事務局、土地開発公社
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

アウトドア
　 新緑の樹木観察ハイキング
　 琵琶湖と何して遊ぶぅー
　 なかよしキャンプ
文　化
 　わらぞうり作り
　 夏休み子ども歴史体験講座
　 交野の歴史パートⅡ
　 文化財パトロール隊員募集
スポーツ
 　交野スイミングスクール

  青少年コーナー

新
緑
の
樹
木
観
察

ハ
イ
キ
ン
グ

と 　

き　

７
月
12
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

集 　

合　

午
前
９
時
に
機
物
神
社

西
入
口
鳥
居
前

内 　

容　

樹
木
を
観
察
し
な
が
ら

歩
き
、
木
々
に
名
札
を
取
り
付

け
る

参
加
費　

無
料

服　

装　

履
き
慣
れ
た
靴

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
雨
具（
ビ

ニ
ー
ル
カ
ッ
パ
）、
筆
記
用
具
、

あ
れ
ば
ル
ー
ペ

講 　

師　

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー　

渡
辺
晋
一
郎
さ
ん

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

琵
琶
湖
と

何
し
て
遊
ぶ
ぅ
ー

と 　

き　

７
月
27
日
（
月
）・
28

日（
火
）〈
１
泊
２
日
〉

と 

こ
ろ　

滋
賀
県
高
島
森
林
体
験

学
校
・
針
江
水
の
郷

内 　

容　

キ
ャ
ン
プ
や
川
遊
び
を

通
し
て
、
生
活
で
使
わ
れ
て
い

る
水
の
水
源
に
触
れ
、
自
然
環

境
へ
の
関
心
を
高
め
る

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
３
〜
６
年
生

定　

員　

先
着
45
人

参
加
費　

１
万
円

■
説
明
会

と 　

き　

７
月
24
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

２
０
６
号

室
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

８
日（
水
）〜
21
日（
火
）に
参
加

費
を
添
え
て
、青
年
の
家
窓
口

な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
日
帰

り
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
。

と 　

き　

８
月
22
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
８
時

集 　

合　

午
後
０
時
30
分
に
青
年

の
家

と
こ
ろ　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

内 　

容　

野
外
炊
さ
ん
、
ク
ラ
フ

ト
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
児

（
者
）
で
、
保
護
者
の
同
伴
か
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
の
利
用
が
で

き
る
人

※ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
利
用
も
で
き

ま
す
が
、
事
前
の
顔
合
わ
せ
が

必
要
で
す
。

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

５
０
０
円

主 　

催　

障
害
児
（
者
）
親
の
会
、

教
育
委
員
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日
（
月
）
〜
26
日
（
日
）
に
参

加
費
を
添
え
て
青
少
年
育
成
課



(13)21.07.01
※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

文　
化

わ
ら
ぞ
う
り
作
り

　

楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
に
、

家
族
で
一
緒
に
わ
ら
ぞ
う
り
を
作

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

布
き
れ
を
使
っ
た
ぞ
う
り
も
作

れ
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
布

き
れ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
18
日（
土
）

﹇
わ
ら
ぞ
う
り
﹈

▽ 

午
前
の
部
＝
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

▽ 

午
後
の
部
＝
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

﹇
布
ぞ
う
り
﹈

▽ 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

ロ
ビ
ー

定 　

員　

わ
ら
ぞ
う
り
各
部
先
着

30
人
、布
ぞ
う
り
先
着
10
人

※ 

布
ぞ
う
り
を
希
望
す
る
人

は
、
４
・
５
㌢
の
幅
の
布
（
木
綿

地
を
推
奨
）
を
片
足
で
10
㍍
、

鼻
緒
で
３
・
５
㍍
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料（
予
約
制
）

服　

装　

作
業
が
で
き
る
服
装

夏
休
み
子
ど
も

歴
史
体
験
講
座

　

子
ど
も
歴
史
講
座
の
第
１
回

目
。ベ
ー
ゴ
マ
、け
ん
玉
、お
手
玉
、

紋
切
り
な
ど
、
昭
和
時
代
の
懐
か

し
い
遊
び
を
伝
え
ま
す
。

と 　

き　

７
月
22
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示
室

対　

象　

小
学
生

定　

員　

20
人

参
加
費　

１
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

文
化

財
事
業
団

歴
史
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

学
ぶ「
交
野
の
歴
史
パ
ー
ト
Ⅱ
」

　

昨
年
好
評
だ
っ
た
「
シ
リ
ー
ズ

で
学
ぶ
交
野
の
歴
史
」
に
続
く
、

年
６
回
の
連
続
講
座
の
第
１
回
目

で
す
。

と 　

き　

７
月
24
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午

と 

こ
ろ　

歴
史
民
俗
資
料
展
示

室
・
倉
治
図
書
館
２
階　

視
聴

覚
室

内 　

容　

府
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職

員
に
よ
る
第
二
京
阪
道
路
建
設

予
定
地
内
か
ら
出
土
し
た
遺
物

の
見
学
と
解
説

※ 

年
間
予
定
は
、
こ
の
講
座
の
と

き
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

定　

員　

30
人

問 

い
合
わ
せ　

歴
史
民
俗
資
料
展

示
室文

化
財
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
募
集

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内
の
文

化
財
を
訪
ね
、
現
状
報
告
を
す
る

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
を
追
加
募
集
し

ま
す
。

と 　

き　

７
月
29
日
（
水
）
か
ら

年
数
回
、午
前
10
時
〜
正
午

内 　

容　

市
内
の
遺
跡
や
石
仏
、

標
柱
な
ど
を
巡
り
、
現
状
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る

定　

員　

若
干
名

講 　

師　

交
野
市
文
化
財
保
護
委

員　

平
田
政
信
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

　少し前の時代、テレビでプロ野球やプロレ
スなどを見ながら、家族みんなで一喜一憂し
た光景がありましたが、核家族化や子ども部
屋の充実、趣味の多様化により、この光景を見
ることが少なくなってしまいました。
　しかし、そんな光景が戻りつつあるという
データがある新聞に掲載されました。景気後
退で父親の帰宅が早くなったことが要因とい
う専門家もいますが、番組の変化や、大型テレ
ビの低価格化も要因ではないでしょうか。
　テレビは、昔から家族をつなぐ、ひとつの手
段だったのかもしれません。家族が同じ部屋
にいることで、会話が増え、意思疎通も容易に
なります。こういう家庭には、非行の芽も出に
くいと思います。
　忘れかけていた「一家だんらん」が、テレビ
を手段に戻ってくるのも良いかもしれません。
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
一家だんらん

ス
ポ
ー
ツ

交
野
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル

■
ベ
ビ
ー
コ
ー
ス

と　

き

▽ 

月
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
１
時
45

分
▽ 

水
曜
日
＝
午
前
10
時
30
分
〜
11

時
15
分

▽ 

木
曜
日
＝
午
前
11
時
〜
11
時
45

分
▽ 
土
曜
日
＝
午
後
１
時
〜
１
時
45

分

対 　

象　

６
か
月
〜
２
歳
11
か
月

児
定　

員　

各
ク
ラ
ス
５
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

■
幼
児
コ
ー
ス

と　

き

▽
水
曜
日
＝
午
後
２
時
〜
３
時

▽
土
曜
日
＝
午
後
２
時
〜
３
時

対　

象　

２
歳
〜
４
歳
11
か
月
児

定　

員　

各
ク
ラ
ス
５
人

参
加
費　

１
０
０
０
円

※ 

両
コ
ー
ス
と
も
、７
月
20
日（
祝
）

〜
25
日（
土
）は
お
休
み
で
す
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
ス
イ
ミ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
（
℡  
８
９
４
・
１
１

８
７
）

指　

導　

交
野
市
古
文
化
同
好
会

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日（
月
）か
ら
高
齢
介
護
課
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人　
権

人　権
　 夏休み平和映画会「母べえ」
福　祉
　 第 36回ゆうゆう講座
　 ボランティア体験プログラム
　 肢体不自由者 IT 基礎講習会
　 母子家庭等就業・自立支援センター
　 母子家庭のための就業支援講習会
　 児童虐待 110番
　 献血にご協力を
　 体験作文・ポスター募集
　 映画「ゆずり葉」上映会

夏
休
み
平
和
映
画
会

「
母
べ
え
」

　

平
和
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
た

め
、映
画
会
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
24
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
（
開
場
）、
２
時
（
開

演
）〜
４
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
４

階　

交
流
ホ
ー
ル

定 　

員　

３
０
０
人
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

主 　

催　

北
河
内
人
権
啓
発
推
進

協
議
会

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
・
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
・
ｅ
メ
ー
ル
で
、
７

月
17
日
（
金
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
、
〒
５
７

６

－

８
５
０
１　

市
長
公
室

人
権
政
策
担
当
（
℡
８
９
２
・

０
１
２
１　

℻
８
９
１
・
５
０

４
６  e-m
ail:jinken@

city
.katano.osaka.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
人
権
政

策
担
当

福　
祉

肢
体
不
自
由
者

Ｉ
Ｔ
基
礎
講
習
会

と 　

き　

７
月
14
日
（
火
）
〜
16

日
（
木
）
午
前
９
時
50
分
〜
午

後
２
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

団
体
共
用
ル
ー
ム

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
、
簡
単
な
文
書
作
成
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
、
電
子
メ

ー
ル
の
送
受
信

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

る
肢
体
不
自
由
者

定　

員　

15
人

参 

加
費　

１
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

８
日
（
水
）
ま
で
に
障
が
い
福

祉
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

 

市
内
の
福
祉
施
設
や
保
育
園

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

日
常
生
活
を
一
緒
に
過
ご
し
て
み

る
な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

と 　

き　

７
月
１
日
（
水
）
〜
８

月
31
日（
月
）の
う
ち
、
１
〜
３

日
※ 

施
設
に
よ
り
、
活
動
期
間
が
異

な
り
ま
す
。

対　

象　

中
学
生
以
上

※ 

施
設
に
よ
り
、小
学
生
、小
学
生

の
親
子
も
参
加
で
き
ま
す
。

施　

設

▽ 

介
護
老
人
保
健
施
設　

逢
々
館

か
た
の

▽ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

天
の

川
明
星

▽ 

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム　

ト

ル
チ
ェ
ア
ミ
ー
ク
ラ
ブ
交
野

▽ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
い
わ
ふ
ね
の
森

▽ 

き
ん
も
く
せ
い
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

美
来

第
36
回
ゆ
う
ゆ
う

講
座（
老
人
大
学
）

　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま

す
。
１
講
座
だ
け
で
も
受
講
可
能

で
す
。

①
開
講
式
・
一
般
教
養
講
座

と 　

き　

９
月
４
日
（
金
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

テ 

ー
マ　
「
老
後
の
生
活
設
計
〜

よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に

〜
」

定　

員　

１
０
０
人

講 　

師　

大
阪
府
金
融
広
報
委
員

会　

八
束
和
音
さ
ん

②
健
康
講
座

と 　

き　

９
月
11
日
（
金
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

テ 

ー
マ　
「
大
い
に
笑
っ
て
若
返

ろ
う
〜
ゆ
き
葉
＆
み
ち
る
シ
ョ

ー
〜
」

定　

員　

１
０
０
人

講　

師　

伊
藤
ゆ
き
子
さ
ん
ほ
か

③
健
康
講
座

と 　

き　

９
月
18
日
（
金
）
午
後

１
時
15
分
〜
２
時
45
分

テ 

ー
マ　
「
座
っ
て
で
き
る
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
体
操
」

定　

員　

80
人

講 　

師　

ひ
ら
か
た
聖
徳
園　

理

学
療
法
士　

山
田
千
景
さ
ん

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

▽ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

美

来
▽
ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

▽ 

き
ん
も
く
せ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

▽
ケ
ア
ハ
ウ
ス
き
ん
も
く
せ
い

▽
第
二
き
ん
も
く
せ
い
保
育
園

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

20
日
（
木
）
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

福
祉
協
議
会
か
、
市
民
総
合
窓

口
担
当
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児
童
虐
待
１
１
０
番

　

児
童
虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
疑

い
も
含
め
て
ご
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど
も
た

ち
の
安
心
・
安
全
を
守
り
ま
す
。

■ 「
児
童
虐
待
１
１
０
番
」（
大
阪
府

中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
）

電 

話
番
号　

８
２
８
・
０
１
９
０

受 

付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
45
分

献
血
に
ご
協
力
を

　

次
の
と
お
り
献
血
活
動
を
行
い

ま
す
。み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

と 　

き　

７
月
３
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
30
分

と
こ
ろ　

万
代　

倉
治
店

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

■
ヘ
ル
パ
ー
２
級
通
信
講
座

と 　

き　

９
月
19
日
（
土
）
〜
22

年
３
月
中
旬

と 

こ
ろ　

ニ
チ
イ
学
館　

天
王
寺

校
定　

員　

20
人

受
講
料　

３
万
円

受 

付
期
間　

７
月
18
日
（
土
）
〜

８
月
19
日（
水
）

■
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

と 　

き　

８
月
29
日
（
土
）
〜
10

月
31
日（
土
）の
毎
週
土
曜
日

と 

こ
ろ　

東
大
阪
市
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
・
イ
コ
ー
ラ
ム

定　

員　

20
人

受
講
料　

１
万
円

受 

付
期
間　

６
月
29
日
（
月
）
〜

７
月
29
日（
水
）

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
講
座
名
②
住
所
③
氏
名
④
年

齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
⑦
志
望

動
機
⑧
以
前
に
大
阪
府
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
で
受
け
た
講
座

名
⑨
保
育
の
有
無
を
記
入
し
、

受
付
期
間
内
〈
消
印
有
効
〉
に

〒
５
４
０

－

０
０
１
２　

大

阪
市
中
央
区
谷
町
５

－
４

－

13　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
母

子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ

ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡  

06
・
６
７
６
２
・
９
９
９
５
）

母
子
家
庭
等
就
業
・

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

就
職
・
転
職
・
職
場
の
悩
み
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相 

談
日　

月
〜
土
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時（
予
約
制
）

※
保
育
が
あ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５

－

４

－

13
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

同
セ

ン
タ
ー
（
℡  
06
・
６
７
６
２
・

９
９
９
５
）

心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・

障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と

の
心
の
ふ
れ
あ
い
体
験
を
つ
づ
っ

た
作
文
や
、
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
促
進
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　

あ
な
た
の
素
直
な
気
持
ち
を
伝

え
ま
せ
ん
か
。

　

入
選
者
に
は
、
賞
状
な
ど
を
贈

呈
し
ま
す
。

募
集
内
容

▽ 

作
文　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
で
、
小
・
中
学
生
は

２
〜
４
枚
、
高
校
生
・
一
般
は
４

〜
６
枚

※ 

点
字
や
ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
も

で
き
ま
す
。

▽ 

ポ
ス
タ
ー　

小
・
中
学
生
の
み
。

Ｂ
３
画
用
紙
か
四
つ
切
サ
イ
ズ

画
用
紙（
縦
長
の
み
）

※ 

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.pref.osaka

.jp/shogaifukushi/index.
htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

７
月
１
日
（
水
）
〜

９
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送

か
、
持
参
（
平
日
の
み
）
で
〒

５
４
０

－

８
５
７
０　

大
阪

府
障
が
い
福
祉
室
計
画
推
進
課

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

■ 

大
阪
府
夜
間
休
日
虐
待
通
告
専

用
電
話

電 

話
番
号　

０
７
２
・
２
９
５
・
８ 

７
３
７

受 

付
時
間　
「
児
童
虐
待
１
１
０

番
」
の
受
付
時
間
以
外
の
時
間

帯
■ 

交
野
市
家
庭
児
童
相
談
室
（
市

社
会
福
祉
課
）

電 

話
番
号　

８
９
３
・
６
４
０
０

受 

付
時
間　

平
日
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

問 

い
合
わ
せ　

同
グ
ル
ー
プ
（
℡  

06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１　

℻  
06
・
６
９
４
２
・
７
２
１
５
）

映
画「
ゆ
ず
り
葉
」

上
映
会

　
「
ゆ
ず
り
葉
」
と
い
う
映
画
は
、

障
が
い
者
を
排
除
し
た
法
律
の
欠

格
条
項
撤
廃
運
動
（
２
２
２
万
人

の
署
名
運
動
な
ど
）
を
再
現
し
な

が
ら
、
家
族
の
き
ず
な
を
通
し
て

ろ
う
者
の
生
き
様
を
多
く
の
人
に

理
解
し
て
も
ら
い
、
生
き
る
こ
と

の
す
ば
ら
し
さ
、
夢
と
感
動
を
与

え
る
映
画
で
す
。

と　

き　

８
月
８
日（
土
）

▽
第
１
回
上
映
＝
午
後
２
時
〜

▽
第
２
回
上
映
＝
午
後
６
時
〜

※
上
映
時
間
は
１
０
３
分
で
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

チ
ケ
ッ
ト（
参
加
協
力
券
）料
金

▽ 

前
売
券
＝
大
人
１
２
０
０
円
、

子
ど
も
８
０
０
円

▽ 

当
日
券
＝
大
人
１
５
０
０
円
、

子
ど
も
１
０
０
０
円

主 　

催　

ゆ
ず
り
葉
上
映
会　

枚

方
・
交
野
実
行
委
員
会

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
ろ
う
あ
会
館

（
℡  
06
・
６
７
６
１
・
１
３
９

４　

℻  
06
・
６
７
６
８
・
３
８

３
３
）
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福　
祉
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老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
８
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

（
代
理
可
）に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽ 

８
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
に

該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

昭
和
14
年
８
月
２
日
〜
昭
和
14

年
10
月
31
日
生
ま
れ
の
人
で

①
21
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

21
日
（
火
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

老
人
医
療（
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
）医
療
証
の
更
新

　

８
月
か
ら
、
老
人
医
療
（
一
部

負
担
金
相
当
額
等
一
部
助
成
）
医

療
証
が
空
色
に
変
わ
り
ま
す
。

　

次
の
①
に
該
当
す
る
人
に

は
、
７
月
下
旬
ま
で
に
新
し
い
医

療
証
を
郵
送
し
ま
す
。②
に
該
当

す
る
人
に
は
、
７
月
31
日（
金
）で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
７

月
中
旬
に
更
新
手
続
き
の
通
知
を

し
ま
す
。

①
の
該
当
者

▽ 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
）に
該
当
す
る
人

▽ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

②
の
該
当
者

▽ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

▽ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

▽ 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

老
人
医
療
の

一
部
負
担
金
助
成
申
請

　

７
月
末
現
在
、満
65
歳
以
上
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。医
療
機
関
な
ど
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
の
一
部
免

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対　

象

▽ 

身
体
障
が
い
者
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
・
２
級
）
に
該
当
す
る

人
▽ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

▽ 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

▽ 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

▽ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
（
特

定
疾
患
登
録
者
証
含
む
）
を
持

っ
て
い
る
人

※ 

い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

申 

請
に
必
要
な
も
の　

そ
れ
ぞ
れ

の
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
障

害
者
手
帳
、
患
者
票
な
ど
）、
健

康
保
険
証
、
老
人
医
療
証
ま
た

は
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

21
日
（
火
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

訪
問
介
護
員
養
成
講
座

２
級
課
程

と 　

き　

10
月
２
日
（
金
）
か
ら

３
か
月

と
こ
ろ　

大
阪
市
内
各
所

対 　

象　

59
〜
64
歳
で
自
転
車
に

乗
れ
る
人

定 　

員　

４
人
（
多
数
の
場
合
は

　
税

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税 

の
納
期
月

　

７
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
第
２
期
分
の
納
期

月
で
す
。

　

期
限
の
７
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

抽
選
）

受
講
料　

無
料

※
交
通
費
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

27
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
窓
口

保
険
・
年
金

福　祉
　 訪問介護員養成講座
　税
　 税の納期月
保険・年金
　 老人医療医療証の更新
　 老人医療一部負担金助成申請
　 老人医療証の交付申請
　 老人医療証の更新
　 現況届の提出
　 国民年金保険料の一般免除申請
環　境
　 かたの環境講座 2009
　 日食を観察しよう！
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老
人
医
療
証
の
更
新

　

現
在
、
老
人
医
療
証
を
持
っ
て

い
る
人
の
有
効
期
限
は
７
月
31
日

ま
で
で
す
。引
き
続
き
交
付
対
象

と
な
る
人
に
は
、
７
月
末
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当

環　
境

国
民
年
金
保
険
料
の

一
般
免
除
申
請

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申

請
を
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
一
部
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
に

限
り
、
納
付
猶
予
の
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　

い
ず
れ
も
所
得
審
査
が
あ
り
、

審
査
対
象
は
免
除
・
一
部
免
除
は

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
で
、
納

付
猶
予
は
本
人
・
配
偶
者
で
す
。

　

21
年
度
（
21
年
７
月
〜
22
年
６

月
分
）の
申
請
は
、７
月
１
日（
水
）

か
ら
受
付
開
始
し
ま
す
。

申 

請
に
必
要
な
も
の　

年
金
手

帳
、
印
鑑
、
退
職
を
理
由
に
す

る
場
合
は
所
得
審
査
対
象
者
の

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
（
20
年
３
月
31
日
以

降
の
退
職
に
限
る
）

※ 

申
請
に
は
、
所
得
審
査
対
象
者

（
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
）

の
申
告
が
必
要
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。必
要
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
別
途
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

市
民
総
合
窓
口
担

当
か
、
枚
方
社
会
保
険
事
務
所

（
℡  
８
４
６
・
５
０
１
１
）

障
害
基
礎
年
金
受
給
者

の
現
況
届
の
提
出

　

20
歳
前
の
障
が
い
に
よ
る
障
害

基
礎
年
金
や
、
福
祉
年
金
か
ら
切

り
替
わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
人
は
、毎
年
７
月
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

７
月
初
旬
に
、
枚
方
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
現
況
届
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
の
で
、
同
封
の
説
明
ち
ら

し
を
よ
く
読
み
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
７
月
中
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※ 

21
年
１
月
２
日
以
降
に
他
の
市

町
村
か
ら
転
入
し
た
人
は
、
前

住
所
地
の
20
年
分
の
所
得
に
関

す
る
証
明
書
を
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

※ 

現
況
届
の
提
出
が
な
か
っ
た
り

遅
れ
た
り
し
た
場
合
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。

提 

出
先
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
総

合
窓
口
担
当

夏
休
み
環
境
教
室

日
食
を
観
察
し
よ
う
！

　

７
月
22
日
に
、
月
が
太
陽
の
前

を
横
切
り
、
太
陽
を
隠
す
日
食
が

起
こ
り
ま
す
。

と 　

き　

７
月
22
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

※ 

日
食
は
、
午
前
９
時
47
分
か
ら

始
ま
り
、
最
大
が
11
時
５
分
、

終
わ
り
が
午
後
０
時
25
分
で

す
。

※ 

雨
天
、
曇
天
時
は
中
止
。
う
す

曇
り
の
と
き
は
実
施
し
ま
す
。

※ 

小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

目
を
守
る
た
め
、
日
食
を
直
接

見
な
い
で
く
だ
さ
い
。専
用
の

グ
ラ
ス
を
使
わ
ず
に
、
黒
い
下

敷
き
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
通
し

て
見
る
こ
と
も
危
険
で
す
。

と 

こ
ろ　

私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

管
理
棟
前

参
加
費　

無
料

持 

ち
物　

帽
子
や
日
傘
な
ど
、
水

筒
、あ
れ
ば
ラ
ッ
プ
の
紙
芯（
簡

単
な
太
陽
観
察
道
具
を
作
る
）

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

環
境
保
全
課

第
１
回
か
た
の

環
境
講
座
２
０
０
９

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
中
心
と

し
て
、
生
態
系
の
す
ば
ら
し
さ
、

不
思
議
さ
、
面
白
さ
、
環
境
の
大

切
さ
を
学
ぶ
全
５
回
の
講
座
で

す
。

と 　

き　

７
月
18
日
（
土
）
午
前

10
時
〜

と 
こ
ろ　

大
阪
市
立
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園

テ 

ー
マ　
「
ス
パ
イ
ダ
ー
・
ウ
オ

ッ
チ
ン
グ
」

内 　

容　

身
近
に
い
て
も
、
普
段

は
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
の
な
い

ク
モ
の
不
思
議
な
生
態
に
迫
る

定　

員　

先
着
50
人

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

入 

場
料　

３
５
０
円（
大
人
の
み
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日（
水
）か
ら
環
境
保
全
課 

［広告］
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環　
境

枚
方
警
察
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

と 　

き　

７
月
１
日
（
水
）
〜
31

日（
金
）

運
動
の
重
点

▽ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽ 

二
輪
車
・
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
防
止

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
し
っ
か
り
と　

ル
ー
ル
守
っ
て

　

事
故
防
止

▽ 

一
瞬
の　

無
理
と
油
断
が　

事

故
の
も
と

▽ 

飲
酒
運
転
は　

絶
対
に
し
な

い
・
さ
せ
な
い

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡

８
４
５
・
１
２
３
４
）

車
上
ね
ら
い
に
ご
注
意

　

最
近
、
交
野
市
や
枚
方
市
で
、

車
か
ら
現
金
や
カ
ー
ナ
ビ
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗
ま
れ
る
「
車

上
ね
ら
い
」「
部
品
ね
ら
い
」
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▽ 

車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず

ド
ア
を
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

▽ 

車
内
に
貴
重
品
、
か
ば
ん
、
ゴ

ル
フ
バ
ッ
グ
な
ど
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▽ 

自
動
車
盗
難
防
止
警
報
装
置
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

▽ 

見
通
し
が
よ
く
、
照
明
設
備
が

整
っ
た
駐
車
場
を
利
用
し
ま
し

ょ
う

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡

８
４
５
・
１
２
３
４
）

紙
芝
居
・
歌
で
学
ぶ

水
文
化
と
環
境
教
室

と 　

き　

７
月
24
日
（
金
）
午
後

０
時
30
分
（
受
付
）、
１
時
30
分

（
開
演
）〜

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

テ 

ー
マ　
「
美
し
い
川
・
海
は
、

山
の
町
か
ら
」

内 　

容　

海
上
保
安
官
に
よ
る
環

境
紙
芝
居
と
、
ア
イ
ド
ル
歌
手

「
と
も
こ
の
こ
」
に
よ
る
歌
と

ダ
ン
ス

※ 

天
野
川
、淀
川
、琵
琶
湖
、大
阪

湾
に
生
息
し
て
い
る
水
生
生

物
、
植
物
な
ど
の
資
料
を
配
布

し
ま
す
。

対 　

象　

市
内
在
住
の
小
学
４
〜

６
年
生

定　

員　

先
着
50
人
程
度

参
加
費　

３
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

１
日
（
水
）
〜
22
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
に
体
育
文
化

協
会

く
ら
し

覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱
用

防
止
広
報
強
化
月
間

　

７
月
は
「
覚
せ
い
剤
等
薬
物
乱

用
防
止
広
報
月
間
」で
す
。

　

最
近
、
青
少
年
の
間
で
、
大
麻

や
Ｍ
Ｄ
Ｍ
Ａ（
錠
剤
型
合
成
麻
薬
）

を
は
じ
め
、
違
法
ド
ラ
ッ
グ
な
ど

の
薬
物
の
乱
用
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
薬
物
は
、
心
身
に
重

大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
時
に
は

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。「
ほ

ん
の
１
回
く
ら
い
」
な
ど
の
軽
い

気
持
ち
は
禁
物
で
す
。

　

薬
物
乱
用
を
許
さ
な
い
社
会
を

つ
く
り
、
青
少
年
を
薬
物
乱
用
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

府
薬
務
課
麻
薬
毒

劇
物
Ｇ
（
℡
06
・
６
９
４
１
・

０
３
５
１
）

環　境
　 水文化と環境教室
くらし
　 車上ねらいにご注意
　 枚方警察署からのお知らせ
　 薬物乱用防止広報強化月間
　 花火による火災の防止
　 まちづくりラウンドテーブル
　 七夕写真コンクール作品募集
　 地場産農産物の即売会
　 サマージャンボ宝くじ

［広告］
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花
火
に
よ
る

火
災
の
防
止

　

花
火
は
正
し
く
取
り
扱
わ
な
い

と
、
火
災
や
、
や
け
ど
な
ど
の
事

故
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
か
が
花
火
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
花
火
を
す
る
前
に
は
必
ず
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
花
火
を
人
や
建
物
に
向
け
な
い

② 

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
（
紙

く
ず
・
枯
れ
草
な
ど
）
が
な
い

場
所
を
選
ぶ

③ 

風
の
強
い
と
き
や
、火
災
警
報
・

乾
燥
注
意
報
な
ど
が
出
て
い
る

と
き
は
、
花
火
を
し
な
い

④ 

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、
花
火
の
残
り
火
を
完
全

に
消
火
す
る

⑤ 

衣
服
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に

注
意
す
る

⑥ 

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま

と
め
て
点
火
す
る
な
ど
、
火
薬

が
一
度
に
燃
え
る
よ
う
な
遊
び

方
を
し
な
い

⑦ 

花
火
に
書
い
て
あ
る
注
意
書
き

を
よ
く
読
み
、
使
用
方
法
を
守

る
⑧ 

大
人
が
付
き
添
い
、
花
火
の
扱

い
方
、
火
の
後
始
末
な
ど
を
指

導
す
る

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

ま
ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

み
ん
な
で
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

り
、
肩
書
き
抜
き
で
気
軽
に
意
見

を
交
換
し
、
知
恵
を
出
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

と 　

き　

７
月
26
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 
い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

七
夕
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

募 

集
作
品　

今
年
の
「
天
の
川
七

夕
ま
つ
り
」
や
、
機
物
神
社
・

星
田
妙
見
宮
の
七
夕
ま
つ
り
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
。白

黒
・
カ
ラ
ー
共
に
６
つ
切
り

（
２
０
０
㍉
×
２
５
０
㍉
）、
デ

ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
表　

彰

▽ 

市
長
賞
（
１
人
）
＝
賞
金
３
万

円
、賞
状
、記
念
品

▽ 

織
姫
賞
（
１
人
）
＝
賞
金
１
万

円
、賞
状
、記
念
品

▽ 

七
夕
賞
（
２
人
）
＝
賞
金

５
０
０
０
円
、賞
状
、記
念
品

▽ 

入
選（
若
干
名
）＝
賞
状
、
記
念

品
※ 

入
選
作
品
は
、
９
月
１
日
（
火
）

〜
６
日
（
日
）
に
青
年
の
家
ロ

ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
。

※ 

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申 

込
用
紙
の
配
布　

商
工
観
光

課
、
青
年
の
家
窓
口
、
観
光
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.katano-kanko.com

）

申 

込
期
間　

７
月
13
日
（
月
）
〜

31
日（
金
）

問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

地
場
産
農
産
物
の
即
売
会

と
農
産
物
の
直
売

■
地
場
産
農
産
物
の
即
売
会

　

農
産
物
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た

作
物
の
即
売
を
行
い
ま
す
。

と 　

き　

７
月
8
日
（
水
）
午
後

１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

藤
が
尾
３
丁
目　

Ａ
コ

ー
プ
西
側　

市
管
理
地
倉
庫
内

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

■
農
産
物
直
売

　

農
産
物
直
売
を
始
め
ま
す
。

と 　

き　

７
月
９
日
（
木
）
か
ら
、

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午

と 

こ
ろ　

藤
が
尾
３
丁
目　

Ａ
コ

ー
プ
西
側　

市
管
理
地
倉
庫
内

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

■
神
宮
寺
ぶ
ど
う
狩
り

問 

い
合
わ
せ　

７
月
５
日
（
日
）

〜
８
月
10
日
（
月
）
に
神
宮

寺
ぶ
ど
う
狩
り
組
合
（
℡  

８
９
１
・
８
４
２
５
）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

販 

売
期
間　

７
月
13
日
（
月
）
〜

31
日（
金
）

抽
選
日　

８
月
11
日（
火
）

賞　

金

▽
１
等
＝
２
億
円

▽
前
後
賞
＝
各
５
０
０
０
万
円

▽
２
等
＝
１
億
円

　

な
ど

問 
い
合
わ
せ　

㈶
大
阪
府
市
町
村

振
興
協
会（
℡  
06
・
６
９
２
０
・

４
５
６
６
）

［広告］
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く
ら
し

くらし
　 財政健全化緊急プランの出前講座
　 有料広告を載せませんか
　 中央卸売市場「食育塾」
子育て
　 小麦粉粘土を作って遊ぼう
　 ピヨピヨ離乳食講習会
　 パパママ☆マタニティー教室
　 母子健康手帳はゆうゆうセンターで
　 ミルキィベビー教室

  消費者相談

中
央
卸
売
市
場

「
食
育
塾
」

と 　

き　

８
月
５
日
（
水
）
午
前

８
時
35
分
〜
午
後
０
時
40
分

と 

こ
ろ　

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場

（
茨
木
市
宮
島
１

－

１

－

１
）

内 　

容　

マ
イ
ナ
ス
50
℃
の
世
界

体
験
、
バ
ナ
ナ
の
加
工
工
場
見

学
、
せ
り
見
学
、
模
擬
せ
り
体

験
、食
の
安
全
探
検
な
ど

対 　

象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者

（
１
組
３
人
ま
で
）

定 　

員　

30
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参
加
費　

無
料

服 　

装　

動
き
や
す
い
服
装
、
帽

子
、靴
下
、運
動
靴

持 

ち
物　

飲
み
物
、タ
オ
ル

申 

し
込
み　

は
が
き
・
フ
ァ
ク

ス
・
ｅ
メ
ー
ル
に
①
参
加
者
全

員
の
名
前
と
年
齢
②
住
所
③
電

話
番
号
④
フ
ァ
ク
ス
番
号
⑤
中

央
卸
売
市
場
に
車
で
く
る
か
否

か
を
記
入
し
、
７
月
10
日
（
金
）

〈
必
着
〉
ま
で
に
〒
５
６
７

－

０
８
５
３　

茨
木
市
宮
島
１

－
１

－

１　

大
阪
府
中
央
卸

売
市
場
食
育
推
進
協
議
会
（
℻

０
７
２
・
６
３
６
・
２
０
１
６

e-m
ail:chuoichiba@

sbo
x.pref.osaka.lg.jp

）

問 

い
合
わ
せ　

同
協
議
会
（
℡
０

７
２
・
６
３
６
・
２
０
１
１
）

で
き
ま
す
。

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
縦
60
ピ
ク
セ

ル
×
横
１
５
０
ピ
ク
セ
ル

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
広
聴
広

報
担
当

［広告］［広告］

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

小
麦
粉
粘
土
を

作
っ
て
遊
ぼ
う

と 　

き　

７
月
15
日
（
水
）
午
前

９
時
45
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ
（
星
田

３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

対 　

象　

未
就
園
児
と
保
護
者

定　

員　

先
着
10
組

持 

ち
物　

小
麦
粉
１
袋
（
１
㌔
入

り
）、
大
き
め
の
洗
面
器
、
タ

オ
ル
、
粘
土
を
持
ち
帰
る
ビ
ニ

ー
ル
袋
、
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
５
０
０
㍉
㍑
）

申 

し
込
み　

７
月
６
日
（
月
）
〜

10
日
（
金
）
の
午
前
10
時
〜
正

午
に
直
接
来
所

問 
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
１
・
１
７
９
３
）

子
育
て

有
料
広
告
を

載
せ
ま
せ
ん
か

　

市
は
、
広
報
紙
「
広
報
か
た
の
」

と
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
有
料
広
告

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
を
希
望
す
る
広
告
主
は
、

次
の
取
り
扱
い
業
者
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

取 

り
扱
い
業
者　

㈱
宣
成
社
（
℡

06
・
６
２
２
２
・
７
９
９
９
）

広
告
の
大
き
さ

▽ 

広
報
か
た
の
＝
縦
45
㍉
㍍
×
横

84
㍉
㍍

※ 

２
枠
を
一
体
的
に
使
う
こ
と
も

財
政
健
全
化
緊
急

プ
ラ
ン
の
出
前
講
座

　

先
月
お
知
ら
せ
し
た
、
財
政
健

全
化
緊
急
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
職

員
が
出
向
い
て
説
明
を
し
ま
す
。

対　

象　

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

■ 

財
政
健
全
化
緊
急
プ
ラ
ン
の
提

言
と
は

　

市
財
政
の
健
全
化
と
合
わ
せ

て
、
必
要
な
新
規
事
業
を
行
う
た

め
、見
直
す
既
存
事
業
な
ど
の「
た

た
き
台
」で
す
。

新 

規
事
業　

新
ご
み
処
理
場
建

設
、小
・
中
学
校
耐
震
化
な
ど

見 

直
す
事
業　

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
、

敬
老
金
な
ど

※ 

詳
し
く
は
、「
広
報
か
た
の
」
６

月
１
日
号
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

財
政
健
全
化
推
進

室
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※各問い合わせ電話番号は、12ページの「電話番号案内」を参照してください。

③ 

８
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午
（
予
約
制
、
７
月
６

日
か
ら
受
け
付
け
）

▽ 

パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊
婦

体
験

※ 

祖
父
母
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

の
た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
〜
と

こ
と
ん
利
用
で
す
こ
や
か
親
子

〜
」、
子
育
て
マ
ッ
プ
、
テ
キ
ス

ト
代
４
０
０
円

※ 

②
に
参
加
す
る
人
は
、
透
明

コ
ッ
プ
、
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

教
室
の
テ
キ
ス
ト
「
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
日
の
た
め
に
」
が
あ

れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

パ
パ
マ
マ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

８
月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
20

〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
知
っ
て
得

す
る
情
報

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

② 

８
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽
妊
娠
中
の
歯
の
教
室

▽ 

産
前
・
産
後
の
身
体
の
変
化
・

ケ
ア
に
つ
い
て

ミ
ル
キ
ィ
ベ
ビ
ー
教
室

　

無
理
な
く
、〝
自
分
な
り
〞
の
母

乳
育
児
の
仕
方
を
赤
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

８
月
５
日
（
水
）
午
前

９
時
20
分
〜
正
午

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測

定
、
保
健
師
の
育
児
相
談
、
助

産
師
が
お
っ
ぱ
い
を
見
て
授
乳

の
相
談
に
の
り
ま
す

対 　

象　

お
お
む
ね
生
後
３
か
月

ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん

※
参
加
は
１
年
に
１
回
で
す
。

定　

員　

20
組（
予
約
制
）

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

２
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

８
月
４
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

消費者相談
～娘のまつ毛エクステの　　
　予約を取り消しできるか？～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

高
校
生
の
長
女
が
、

今
週
末
に
友
人
と
、
ま

つ
毛
エ
ク
ス
テ
（
ま
つ
毛
を
長

く
し
た
り
、
増
量
さ
せ
る
た
め

に
人
工
毛
を
装
着
す
る
）
の
予

約
を
し
て
い
る
と
、
小
学
生
の

次
女
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

親
が
勝
手
に
そ
の
予
約
を
取

り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　

ま
だ
、
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
な
く
て
も
、

消
費
者
と
お
店
が
「
い
つ
・
い

く
ら
で
・
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
か
」
を
合
意
し
て
い
た

ら
契
約
は
成
立
し
て
い
ま
す
。

一
度
成
立
し
た
契
約
は
、
一
方

的
に
解
約
や
取
り
消
し
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
長
女
が
未
成
年
者

で
、
親
の
承
諾
を
得
ず
に
予
約

し
て
い
る
の
で
、
親
が
取
り
消

す
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
だ
、

未
成
年
者
の
契
約
で
も
、
お
小

遣
い
の
範
囲
内
や
、
未
成
年
者

が
成
年
で
あ
る
と
相
手
を
だ
ま

し
て
契
約
し
た
場
合
な
ど
は
、

取
り
消
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

全
国
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー

に
は
、
接
着
剤
で
、
ア
レ
ル
ギ

ー
が
生
じ
た
り
、
ま
ぶ
た
の
痛

み
や
は
れ
を
訴
え
る
ま
つ
毛
エ

ク
ス
テ
の
危
害
相
談
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
３
月

に
は
厚
生
労
働
省
が
、
ま
つ
毛

に
関
わ
る
施
術
は
美
容
師
資
格

者
が
行
う「
美
容
」と
し
て
、
危

害
防
止
の
徹
底
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　

お
し
ゃ
れ
を
し
た
い
年
ご

ろ
で
し
ょ
う
が
、
目
や
そ
の
周

辺
は
デ
リ
ケ
ー
ト
な
部
位
な
の

で
、
安
全
性
に
は
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

ＱＡ

助
言

母
子
健
康
手
帳
は

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
で

　

妊
娠
の
届
出
・
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
は
、
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
て
い
ま
す（
市
役
所
・

星
田
出
張
所
で
は
交
付
し
て
い
ま

せ
ん
）。

　

各
種
専
門
職
員
が
健
康
や
育
児

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課
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子
育
て

子育て
　 子育て講座
　 ファミリー・サポート・センター
健　康
　 熱中症にご注意ください
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 星のまち歩く歩くDAY
　 がん検診の領収書を保管ください
　 乳幼児の健診と相談

  耳より健康コラム

　「食育」という言葉をよく耳にするようになり
ましたが、「食育を始めるには何をすれば？」と
いう人も多いのではないでしょうか。
　食育とは、食生活全般についての知識を、生活
の中で学ぶことです。難しく考えずに子どもが小
さいころから、次のことを生活に取り入れましょ
う。
①家族みんなで食事の準備をする
②買い物に行ったら、食材の名前当てをする
③いも掘りなど、食材にふれあえる行事に参加する
④朝食をしっかり食べる習慣を家族で持つ
　また、一番の食育は、家族みんなで、楽しくバ
ランスの良い食事をすることです。これらの習慣
を積み重ねることで、子どもが自立したとき、豊
かな食生活を営める力が持てるようになります。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
家庭で食育を始めませんか

分
〜
午
後
０
時
30
分

⑥ 

９
月
18
日
（
金
）
午
前
９
時
10

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

全
日
程
に
参
加
で
き
、

講
習
会
後
、
提
供
・
両
方
会
員

と
し
て
活
動
で
き
る
人

内 　

容　

子
ど
も
の
食
事
や
遊
び

な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
、
保
育

実
習
、救
命
救
急
講
習
会
な
ど

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
９
３
・
０
７
５
７
）、
不
在

時
は（
℡
０
９
０
・
９
８
６
５
・

７
７
２
４
）

セ
ン
タ
ー

※ 

依
頼
会
員
は
、
家
族
写
真
と
印

鑑
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
入
会
で

き
ま
す
。

※ 

提
供
・
両
方
会
員
は
、
会
員
講

習
会
修
了
後
に
入
会
で
す
。

■
会
員
講
習
会（
予
約
制
）

① 

９
月
８
日
（
火
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

② 

９
月
10
日
（
木
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

③ 

９
月
11
日
（
金
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

④ 

９
月
14
日
（
月
）
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

⑤ 

９
月
17
日
（
木
）
午
前
９
時
30

フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子

育
て
の
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
提

供
会
員
）と
、
し
て
ほ
し
い
人（
依

頼
会
員
）、
そ
の
両
方
を
す
る
人

（
両
方
会
員
）
を
つ
な
ぐ
会
員
組

織
で
す
。

■
入
会
説
明
会（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
１

階　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月

日
③
住
所
④
電
話
番
号
を
記

入
し
、
７
月
15
日
（
水
）〈
消
印

有
効
〉
ま
で
に
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

５　

交
野
市
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

■
８
月
の
講
座

と 　

き　

８
月
25
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分

子
育
て
講
座

■
７
月
の
講
座

と 　

き　

７
月
28
日
（
火
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と 

こ
ろ　

交
野
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
私
部
２

－
29

－

５
）

内 　

容　

赤
ち
ゃ
ん
体
操
・
親
子

体
操

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対 　

象　

７
〜
12
か
月
児
と
親

（
７
月
28
日
現
在
）

定 　

員　

10
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

講　

師　

交
野
市
助
産
師
会

と 

こ
ろ　

交
野
市
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

内　

容　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

※ 

き
ょ
う
だ
い
の
保
育
は
あ
り
ま

せ
ん
。

対 　

象　

８
月
25
日
現
在
に
、
妊

娠
20
週
以
降
で
、
医
師
・
助
産

師
に
了
解
を
得
た
人
、
切
迫
早

産
の
兆
候
の
な
い
人

定　

員　

先
着
10
人

講　

師　

助
産
師

申 

し
込
み　

７
月
13
日
（
月
）
か

ら
交
野
市
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

交
野
市
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
１
０
・
８
２
７
０
）
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と　

き　

７
月
８
日（
水
）

対 　

象　

17
年
12
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と 　

き　

７
月
22
日
（
水
）
午
前

９
時
15
分
〜
10
時
15
分

対　

象　

０
歳
児

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

８
月
４
日（
火
）

対 　

象　

21
年
３
月
11
日
〜
４
月

10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

７
月
21
日（
火
）

対 　

象　

19
年
12
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
２
歳
６
か
月
歯
科
健
診

と　

き　

７
月
28
日（
火
）

対 　

象　

19
年
１
月
〜
２
月
生
ま

れ
の
幼
児

■
３
歳
６
か
月
児
健
診

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

と
き
・
内
容

▽ 

８
月
３
日
（
月
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

８
月
10
日
（
月
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

星
の
ま
ち

歩ぽ

く
歩ぽ

く
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

健
康
の
た
め
、
交
野
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

７
月
17
日
（
金
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
に
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

コ 

ー
ス　

須
彌
寺

－

住
吉
神
社

－

山
添
家

－

交
野
高
校

－

ゆ

う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

※ 

健
康
目
的
の
コ
ー
ス
の
た
め
、

寺
院
の
中
は
巡
り
ま
せ
ん
。

熱
中
症
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

室
内
で
安
静
に
し
て
い
て
も
、温

度
・
湿
度
が
高
い
と
き
に
は
、熱
中

症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、急
に
暑
く
な
っ
た
日
は
、

体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な
い
の

で
要
注
意
で
す
。特
に
高
齢
者
は

温
度
変
化
や
の
ど
の
渇
き
に
気
づ

き
に
く
く
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し

や
す
い
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
、
意
識
し

て
水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ

う
。

問 

い
合
わ
せ　

府
健
康
づ
く
り
課

（
℡  
06
・
６
９
４
４
・
７
０
８
３
）

健　
康

対 　

象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人

※ 

自
分
の
体
力
、
体
調
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い

人
は
、
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
、靴
、

帽
子

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、雨
具
な
ど

※ 

健
康
手
帳
が
な
い
人
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

が
ん
検
診
の
領
収
書
を

保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

国
の
経
済
危
機
対
策
の
中
で
、

子
育
て
・
教
育
支
援
と
し
て
、
女

性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業

が
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
一
定
の
年
齢
に

達
し
た
女
性
に
対
し
て
、
子
宮
頸

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
関
す
る
検

診
手
帳
な
ど
を
送
り
、
検
診
の
受

診
促
進
と
が
ん
の
早
期
発
見
、
正

し
い
健
康
意
識
の
普
及
・
啓
発
を

図
る
も
の
で
、
交
野
市
で
も
早
急

に
こ
の
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う

準
備
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
ま
だ
準
備
中
で
す

が
、
４
月
１
日
以
降
に
子
宮
頸
が

ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
（
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
）
を
受
け
た
人
で
、
左

表
に
該
当
す
る
人
は
、
こ
の
事
業

の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収

書
を
紛
失
し
な
い
よ
う
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。受
診
費
用
の
還
付
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

子
宮
頸
が
ん　

20 歳 昭和 63年 4月 2日～平成元年 4月 1日

乳
が
ん
検
診

40 歳 昭和 43年 4月 2日～昭和 44年 4月 1日

25歳 昭和 58年 4月 2日～昭和 59年 4月 1日 45歳 昭和 38年 4月 2日～昭和 39年 4月 1日

30歳 昭和 53年 4月 2日～昭和 54年 4月 1日 50歳 昭和 33年 4月 2日～昭和 34年 4月 1日

35歳 昭和 48年 4月 2日～昭和 49年 4月 1日 55歳 昭和 28年 4月 2日～昭和 29年 4月 1日

40歳 昭和 43年 4月 2日～昭和 44年 4月 1日 60歳 昭和 23年 4月 2日～昭和 24年 4月 1日
※年齢は 21年 4月 1日現在の年齢です。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

定　

員　

先
着
15
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

７
月

６
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課
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今
ま
で
調
査
対
象
に
な
っ
て
い
て「
元
気
だ

か
ら
調
査
は
い
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
た

人
で
も
、災
害
時
の
安
否
確
認
や
何
ら
か
の

支
援
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。後
日
、
担
当
の
民

生
委
員
が
調
査
の
た
め
に
訪
問
し
ま
す
。

 

Ｑ 　

最
後
に
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
一
言
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ 　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、「
誰
も
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
」
を
目
ざ
し
て
、こ
れ
か
ら
も
地
域
に

根
ざ
し
た
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。ま
た
、
私
た
ち
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
の
で
、個
人
情
報
は
絶
対
に
守
り
ま

す
。高
齢
者
の
人
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
中

の
お
母
さ
ん
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　
【
事
務
局
】
社
会
福
祉
課（
℡  

８
９
３
・
６
４
０
０
）・
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡  
８
９
５
・
１
１
８
５
）

救
う
こ
と
が
で
き
た
時
に
、周
り
の
人
々
の

支
え
あ
い
の
大
切
さ
と
、命
の
尊
さ
を
痛
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 　

 　

交
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で

は
、全
国
制
度
90
周
年
記
念
事
業
と
し
て
推

進
さ
れ
て
い
る「
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
運
動
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

 　

こ
れ
は
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
、
災

害
時
に
、
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
避
難
所
で
支
援
の
必
要
性
が
高
い
た

め
、災
害
時
に
、行
政
や
関
係
団
体
が
迅
速

に
安
否
確
認
を
行
い
、支
援
活
動
を
実
施
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み
で
す
。

　

 　

も
と
も
と
30
年
程
前
か
ら
、一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者（
65
歳
以
上
）
を
対
象
に
、
緊
急

時
の
連
絡
先
、か
か
り
つ
け
医
、現
在
の
病

気
な
ど
の
調
査
を
年
に
一
度
7
月
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
か

ら
は
、
そ
の
調
査
内
容

を
災
害
時
の
支
援
活

動
に
役
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ 　

調
査
を
し
て
ほ
し

い
場
合
は
ど
う
し
た
ら

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 　

調
査
を
ご
希
望
の

人
は
、
ま
ず
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
を
進

め
る
た
め
、
国
と
府
の
委
嘱
を
受
け
た
特
別

職
の
地
方
公
務
員
で
、無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
交
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
の
堂
野
喜
美
子
さ
ん
に
、
民
生
委

員
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

  

Ｑ 　

民
生
委
員
児
童
委
員
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ 　

民
生
委
員
は
、市
の
中
で
各
々
が
担
当
地

域
を
持
ち
、児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
。現
在
88
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
が
、そ
の
中
で
、
児
童
福
祉
問
題
を

専
門
に
市
内
全
域
を
担
当
す
る
主
任
児
童

委
員
が
8
人
い
ま
す
。

Ｑ 　

ど
ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ 　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
の
状
況

を
把
握
し
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
上
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
、行
政
や
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
、関
係
機
関
と
連
携
を
行
っ
て
い

ま
す
。地
域
の
中
で
信
頼
関
係
を
築
き
、
安

心
し
て
生
活
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、誠
意

を
持
っ
て
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま

す
。

Ｑ 　

民
生
委
員
を
や
っ
て
い
て

良
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

Ａ 　

孤
立
し
が
ち
な
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
を
は
じ
め
、
子

育
て
家
庭
や
障
が
い
の
あ
る

方
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、

生
き
る
勇
気
や
優
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。ま
た
、訪
問
活
動

で
孤
独
死
寸
前
の
と
こ
ろ
を

街
か
ど
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
　

交
野
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会　

地
域
に
根
ざ
し
た
福
祉
活
動 Vol.58

「
災
害
時
一
人
も

見
逃
さ
な
い
運
動
」

スーパー前での
啓発活動

友愛訪問活動
（写真左が民生委員）

インタビューに答える
堂野喜美子会長
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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

てのひらおんどけい
　浜口哲一　福音館書店
トン・ウーとはち
　小風さち　講談社
ちょうになったぞう
　佐々木マキ　フレーベル館
ツムーリのおうち
　とりごえまり　佼成出版社
たま、またたま
　星川ひろ子・星川治雄　アリス館
バースディクラブ　第 6話
　名木田恵子　講談社
水曜日のクルト
　大井三重子　偕成社
ちがうけどおんなじ
　メラニー・ウォルシュ　コンセル

薬屋のタバサ
　東直子　新潮社
龍神の雨
　道尾秀介　新潮社
へこたれない
　鎌田實　PHP研究所
IN
　桐野夏生　集英社
かんたん、手づくりシュシュ
　菊池しほ他　ナツメ社
疾走する精神
　茂木健一郎　中央公論新社
世界はカーブ化している
　デビッド・スミック　徳間書店
せおつまみ
　瀬尾幸子　集英社

お知らせ

　ここで紹介する本は、図書館（室）に新しく入った本の一部です。
この他にも多数あります。読みたい本が見つからないときは、係
員にお尋ねください。本の予約、リクエストも受け付けています。

「なつのいちにち」
はたこうしろう　作

偕成社

　暑い暑い夏の
日。真っ白な陽
射し、青い草の
匂い、響き渡る
セミの声。
　麦わら帽子を
かぶり、クワガ
タのいる山をめざして一心不乱
に走る「ぼく」。
「きょうはぜったいにつかまえ
る　ぼくがひとりでつかまえる」
　少年の小さな冒険を、短い文章
と躍動感あふれる絵で描いた作
品です。その構図の巧みさ、色彩
の美しさに、読者は目を奪われ、
まぶしい夏へといざなわれるこ
とでしょう。
　ページの中からあふれ出す「夏
の音」にワクワクするのは、きっ
と子どもだけではないはず。男
の子だけでなく、女の子も、かつ
て子どもだった大人たちも…「ぼ
く」と一緒にキラキラ輝く宝物
のような「なつのいちにち」を体
験してください。

　

薪
や
炭
の
利
用
が
な
く
な
り
、
竹
の

侵
食
な
ど
で
、
荒
れ
た
里
山
が
交
野
で

も
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ち
か
ら
山
の
方
を
眺
め
る
と
、

部
分
的
に
竹
が
山
の
中
腹
ぐ
ら
い
に
ま

で
、
広
が
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
も

目
に
つ
き
ま
す
。人
と
の
関
わ
り
の
中

で
保
た
れ
て
き
た
里
山
を
残
そ
う
と
す

れ
ば
、
や
は
り
何
ら
か
の
形
で
人
の
手

に
よ
る
整
備
が
必
要
で
す
。

　

交
野
で
は
、10
年
ほ
ど
前
か
ら
、環
境

意
識
の
高
い
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、

里
山
を
守
ろ
う
と
す
る
活
動
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。現
在
で
は
い
く
つ

か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
各
地
で

里
山
保
全
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

数
年
に
わ
た
り
団
体
が
活
動
し
た
と

こ
ろ
は
、
太
陽
の
光
が
あ
ま
り
入
ら
な

い
う
っ
そ
う
と
し
て
い
た
森
か
ら
、
里

山
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
状
態
に
変

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
の
よ
う
に
、
伐
採
し
た
竹
や
樹
木

を
残
さ
ず
燃
料
な
ど
に
利
用
す
る
と
こ

ろ
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
竹
炭
を

焼
い
た
り
、
し
い
た
け
の
ホ
ダ
木
な
ど

に
利
用
を
す
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

里
山
を
良
い
状
態
で
保
つ
た
め
に

は
、
大
変
な
労
力
が
必
要
と
さ
れ
、
里

山
に
侵
食
し
て
い
る
竹
は
、
伐
採
し
て

も
翌
年
に
は
ま
た
生
え
て
き
ま
す
。完

全
に
駆
逐
す
る
に
は
5
年
間
切
り
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
場
所
に
植
樹

し
た
山
桜
や
ツ
ツ
ジ
を
守
る
た
め
に

は
、
ツ
ル
切
り
や
下
草
刈
り
な
ど
の
地

道
な
作
業
が
必
要
で
す
。

　

そ
ん
な
大
変
な
作
業
で
も
、
団
体
で

活
動
す
る
人
に
話
を
聞
く
と
、「
自
然

の
中
で
活
動
を
し
て
、
汗
を
流
し
、
仲

間
と
語
り
合
う
こ
と
が
、
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
な
る
」
と
里
山
保
全
の
楽

し
さ
を
話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

市
や
団
体
が
里
山
保
全
の
体
験
講
座

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
の
で
、
み
な
さ

ん
も
一
度
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。里
山
保
全
で
過
ご
す
時
間

は
、
普
段
の
生
活
に
は
無
い
、
良
い
刺

激
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

も
っ
と
知
ろ
う
！

交
野
の
環
境

里
山
を
守
ろ
う

里山保全活動の様子
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摘みたてのイチゴの味は？
　5月 15日 ( 金 )、倉治のイチゴ畑で、わかば保育
園のイチゴ狩り遠足が行われ、年中児約 30人が参
加しました。
　子どもたちは畑に並び、イチゴ狩りをスタート。
一人 2粒と決められているので、真剣に、赤くて大
きなイチゴを探しました。
　摘み取ったイチゴは、水で洗って早速その場でい
ただきます。子どもたちは、口いっぱいに広がる味
に「あまーい」と満面の笑みを浮かべていました。

スケッチで伝える交野の町並み
　6月 9日 ( 火 ) ～ 14日 ( 日 )、青年の家ロビーで
「広報かたの」「星の天

あ ま ん

満かたの」でお馴染みの、岸本
信夫さん（写真左）のスケッチ展が開かれました。
　初日の 9日は、午後 1時開場にもかかわらず、午
前 11時にはたくさんの人が訪れ、その中には広報
の絵を全て切り抜いたものを持ってきて、現物と見
比べようとするファンの人もいました。
　終日、大盛況のイベントで、訪れた人に感想を聞
くと「原画は広報で見るより何倍も素敵でした。思
い出の場所が描かれていたので、とてもうれしかっ
たです」と話していました。

大阪府みどりの功労者表彰を受賞
　5月20日(水 )、交野里山ゆうゆう会（会長　渡邊
清夫さん＝写真中央）が自然環境保全及び森林の保全
に功績があった団体として「大阪府みどりの功労者表
彰」を受賞しました。
　同会は、倉治の里山を中心に保全活動を行い、市民
対象の森林保全体験やオムロン㈱などの企業が行う
森林保全活動のサポートなどを行っています。
　渡邊さんは「一緒に活動する仲間をもっと増やして
いきたいです」と話していました。

あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

約 200 人の古文化ファンが見学
　5月16日(土 )、私部南遺跡(私部南1丁目)で現
地説明会が開かれ、古文化ファンなど約200人が集ま
りました。
　ここは、第二京阪道路建設に先立ち2004年から大
阪府文化財センターが発掘調査をしているところで
す。今回は古墳時代の竪穴住居の柱跡や溝、かまどな
どを見ることができました。
　また、出土した須

す え き

恵器・土
は じ き

師器なども展示されてい
て、集まった人は古代ロマンに浸っていました。
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AA L BB U M

日ごろの清掃活動で知事表彰を受賞
　5月 7日 ( 木 )、大阪国際会議場で、平成 21年度
憲法施行記念式並びに表彰式が行われ、妙見東在住
の中島義雄さん（写真中央）が日ごろの地域清掃奉
仕活動に対して知事表彰を受賞しました。
　中島さんは、昭和 63 年 7 月から毎日１時間半、
妙見東、南星台、藤が尾などで、ごみ拾いなどの清掃
活動を行っています。
　中島さんに今後の抱負を伺うと「今回の受賞を励
みに、あと 10年ぐらいこの活動を続けていきたい
です」と話してくれました。

クルマは必ずガレージへ
　6月 1日 ( 月 )、私市山手地区内で、迷惑駐車追放
合同パトロールが実施され、地区役員、枚方警察署
員らが参加しました。
　迷惑駐車の啓発テープを流しながら巡回し、指導
によりすぐに車を移動させる人もいましたが、この
日は 12台の迷惑駐車車両がありました。
　その車両には、「クルマは必ずガレージへ」などと
書かれた啓発カードをワイパーにはさみ、注意を促
しました。

驚きいっぱいの水道局見学
　5月 20日 ( 水 )、長宝寺小学校の 4年生 66人が
水道局を見学に訪れました。
　児童たちは、消毒の塩素臭に「鼻が痛い」と顔をし
かめたり、沈殿槽の上澄み水のきれいさに驚いたり
と、初めて訪れた水道局に興味津々。質疑応答では、
「交野の水はどうしておいしいの」など活発に質問
が出ていました。
　最後に、水道水に試薬を入れて、塩素による色の
変化を確かめる実験が行われ、子どもたちは真剣な
顔で色の変化をじっと見つめていました。

貴重な文化財を拝観
　5月 27日 ( 水 )、文化財春の一般公開にあわせて
見学会が行われ、河内森駅を出発点に市内の文化財
を巡りました。
　この日は、廃千手寺の聖観音立像、如意輪観音坐
像、星田寺の十一面観音立像、薬師寺の薬師如来立
像・千体仏といった貴重な文化財を拝観しました。
　参加した市民からは「なかなか見られない文化財
なので、とてもありがたい気持ちになりました」と
いう感想が聞かれました。

訂　正　6月 1日号あるばむ記事の「林家笑丸さんの落語独演会」に記述の不足がありました。
　内容は、この独演会は、交野市身体障がい者福祉会の第 43回定例総会で開かれた催しです。
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発掘！発見！発掘！発見！

緑立つ道
今月のテーマ　列品解説①「東倉治遺跡と倉治遺跡の出土遺物」
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大
き
さ
は
右
が
口
径
約
10
㌢
、

高
さ
9
㌢
、
左
が
口
径
約
22
㌢
、

高
さ
約
10
㌢
、で
す
。

　

右
下
の
写
真
の
土
器
は
、
欠
け

た
口
の
部
分
を
復
元
し
て
も
高
さ

10
㌢
程
度
の
非
常
に
小
さ
な
も
の

で
す
。形
は
ゆ
が
み
、
表
面
の
仕

上
げ
も
非
常
に
粗
い
も
の
が
多
い

た
め
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。一
般
的
な
製
品
を
模

し
て
、
そ
れ
を
小
さ
く
し
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

左
の
写
真
は
、
ほ
ぼ
全
形
の
分

か
る
甕
で
、
そ
の
大
き
さ
は
口
径

が
約
10
㌢
、
高
さ
は
12
㌢
で
す
。

外
面
に
す
す
が
付
着
し
て
い
る
こ

と
や
形
か
ら
考
え
て
、
食
べ
物
を

煮
炊
き
す
る
た
め
に
使
う
、
現
在

の
鍋
の
よ
う
な
道
具
だ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

甕
の
表
面
に
は
平
行
線
状
の

凹
凸
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
ま
す

　

右
の
鼓
形
を
し
た
土
器
は
、

口
径
約
12
㌢
、
高
さ
約
13
㌢
で
、

器き
だ
い台
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で

す
。そ
の
名
の
と
お
り
、
壺
や
甕か
め

な
ど
を
こ
の
上
に
載
せ
て
安
定
さ

せ
る
た
め
に
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
必
要

だ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
こ

ろ
の
土
器
は
底
部
が
非
常
に
小
さ

く
不
安
定
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
そ
れ
を
補
う
た
め
に
器

台
が
作
ら
れ
始
め
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
土
器
は
、
弥
生
時
代

後
期
後
半
の
も
の
で
す
。

　

今
月
は
、
7
月
1
日
か
ら
歴
史

民
俗
資
料
展
示
室
で
開
催
さ
れ
る

第
二
京
阪
道
路
関
連
遺
跡
出
土
遺

物
展
示
会
（
前
期
）
に
出
品
し
て

い
る
土
器
や
石
器
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。

　

東
倉
治
遺
跡
の
調
査
は
3
か
所

の
調
査
区
に
分
け
て
行
わ
れ
、
左

の
遺
構
配
置
図
の
落
ち
込
み
と
呼

ば
れ
る
谷
状
の
大
き
な
く
ぼ
み
か

ら
は
壺つ
ぼ
や
鉢
な
ど
の
土
器
が
大
量

に
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

左
の
写
真
の
２
点
は
、
鉢
と
呼

ば
れ
て
い
る
土
器
で
す
。

　

右
側
の
ボ
ウ
ル
状
の
形
を
し
た

も
の
と
、
左
側
の
帽
子
を
逆
さ
ま

に
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
も
の

と
の
二
種
類
あ
り
ま
す
が
、
ど
ち

ら
も
食
べ
物
を
盛
り
つ
け
た
り
、

貯
蔵
す
る
容
器
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

落
ち
込
み
出
土
遺
物

東
倉
治
遺
跡
の
遺
物

住
居
跡
出
土
遺
物

ミニチュア土器台付甕

落ち込みから出土の鉢

弥生土器の器台

遺構配置図 (3 調査区）
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問 い合わせ　㈶大阪府文化財センター京阪調査事務所
　（℡   895・1200　〒576－0022　交野市藤が尾1－2）

　大阪府と府内の市町村は、大阪のまち全体を「ミュージアム」（美術館や
博物館）として、各地の魅力的な地域資源を「展示品」や「館内催し」に見立
て、大阪の魅力アップを図る「大阪ミュージアム」構想を推進しています。

　交野市では、「教育文化会館」以外にも「私部代官屋敷周辺のまちなみ」「交野山と信仰の道」「交野が原と七
夕まつり」など 16件が、現在登録されています。
■大阪ミュージアムホームページ　http://www.osaka-museum.jp/index.html

そ
の
他
の
出
土
遺
物

倉
治
遺
跡
の
遺
物

が
、
こ
れ
は
土
器
を
製
作
す
る
と

き
に
粘
土
を
押
さ
え
た
道
具
の
跡

で
す
。

　

ほ
か
の
遺
跡
で
、
木
目
が
ま
っ

す
ぐ
通
っ
た
板
を
用
い
て
作
ら
れ

た
羽
子
板
状
の
道
具
が
見
つ
か
っ

た
た
め
、
そ
の
線
の
正
体
が
木
目

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
２
点
の
土
器
は
、
そ
の

形
な
ど
の
特
徴
か
ら
弥
生
時
代
後

期
で
も
後
半
（
３
世
紀
）
に
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

写
真
右
側
は
、
矢
の
先
に
取
り

付
け
る
矢
じ
り
で
す
。左
側
の
写

真
は
一
部
に
加
工
を
加
え
た
刃じ
ん
き器

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
ナ
イ
フ
の

よ
う
な
道
具
で
す
。こ
れ
ら
は
す

べ
て
大
阪
府
と
奈
良
県
の
県
境
に

位
置
す
る
二
に
じ
ょ
う
ざ
ん

上
山
周
辺
か
ら
産
出

さ
れ
る
サ
ヌ
カ
イ
ト
と
い
う
石
か

ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
石
器
は
縄
文
時
代
を

中
心
と
す
る
時
期
の
も
の
で
、
弥

生
時
代
以
前
か
ら
こ
の
地
を
行
き

来
し
た
狩
人
た
ち
が
い
た
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

倉
治
遺
跡
か
ら
は
須す

え

き
恵
器
と
呼

ば
れ
る
灰
色
の
土
器
が
見
つ
か
り

ま
し
た
。須
恵
器
は
５
世
紀
前
半

に
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
ま
っ

た
く
新
し
い
技
術
に
よ
り
製
作
さ

れ
た
土
器
で
す
。

第二京阪道路関連遺跡
出土遺物展示会（前期）

と 　き　7月1日（水）～11月1日（日）
午前 10時～午後 5時

場 　所　歴史民俗資料展示室
内 　容　倉治・東倉治・有池・上私部
遺跡から出土した遺物の展示

※ぜひ広報紙をご持参ください。
問 い合わせ　歴史民俗資料展示室（℡  
810・6667）

　

右
の
写
真
の
土
器
は
、
口
径
約

18
㌢
、
高
さ
約
30
㌢
も
あ
る
甕
で

す
。水
な
ど
の
液
体
や
穀
物
を
貯

蔵
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

右
の
写
真
の
土
器
は
、
２
つ
合

わ
せ
て
蓋ふ
た
つ
き杯
と
呼
ば
れ
、
現
在
の

ふ
た
付
き
の
ご
飯
茶
碗
に
当
た
り

ま
す
。

　

下
の
部
分
は
杯つ
き
み身
と
呼
ば
れ
、

口
径
約
12
㌢
、
高
さ
が
約
４
・
８

㌢
で
す
。上
の
部
分
は
杯つ
き
ぶ
た蓋
と
呼

ば
れ
、
口
径
約
12
㌢
、
高
さ
が
約

４
㌢
で
す
。み
な
さ
ん
の
使
っ
て

い
る
ご
飯
茶
碗
の
大
き
さ
と
比
べ

て
み
て
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
須
恵
器
は
い
ず
れ
も

５
世
紀
後
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　　

次
回
は
有
池
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
を
中

心
と
す
る
土
器
な
ど
と
、
上
私
部

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
墳
時
代
後

期
を
中
心
と
す
る
土
器
を
紹
介
し

ま
す
。

　

な
お
、
質
問
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
下
記
ま
で
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

㈶
大
阪
府
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
好
孝
一

刃器

須恵器甕

須恵器蓋杯
（写真上は杯蓋、写真下は杯身）

矢じり
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
夜間法律相談（弁護士、予約制）
　23日（木）18時～21時、市役所別館、定員6人
　【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌
日）の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】

登記相談（司法書士、土地家屋調査士）
　8日（水）13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
   11日（土）13時30分～16時、郡津公民館
　17日（金）13時30分～16時、市役所別館
相続・遺言相談（行政書士）
　 22日（水）13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　28日（火）13時～16時、市役所別館
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時30分～17時30分、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター

※問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）　
でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 1日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
人権擁護委員による相談（人権擁護委員）
　16日（木）14時～16時30分、ゆうゆうセンター2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　平日 10時～正午と 13時～ 16時、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

～ 17時、子育て支援センター「いちばんぼしくらぶ」（星田
3－ 10－ 8　星田保育園内　℡ 891・1793）
育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

7 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 1日（水） 8日（水）15日（水）22日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

7 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。

法
律
・
行
政

暮
ら
し

子
育
て
・
教
育

人
権

健
康
・
福
祉
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着付教室　末広会
　毎月第 1・2・
3火曜日、駅前住
宅集会所。この夏
ゆかた姿でお出
かけしませんか。
おけいこ代 1 回
500 円。［申・問］津田さん（℡  
892・6591）か、田井さん（℡  
892・4056）

楽しい！親子リトミック♪
　火・木曜日、青年の家 , 金曜
日、ゆうゆうセンター。どちら
も午前。10 か月～ 4歳まで年
齢別クラス。木・金に若干空き
があります。遊びながら音感を
つけましょう！ 入会金 1,000
円。月会費 2,200 円。体験無料。
講師はバレエ協会ピアニスト。
［申・問］橋本さん（℡   893・
6563）

童謡・唱歌を歌う会
　①第 2・4 水曜日午前 10 時
30 分～、星田出張所 3 階。②

第 1・3 水曜日午前 10 時 30
分～、京都信用金庫 2階。③第
2・4 水曜日午前 10 時 30 分
～、京都信用金庫 2階。昔懐か
しい童謡や唱歌などをみんな
で楽しく歌っています。初心者
大歓迎！見学随時受付。入会金
1,000 円。練習 1 回 1,000 円。
［申・問］直接会場か、高野さん
（℡   892・1071）

古武道古傳居合術交野七星会
　毎週水曜日午後 6時～ 9 時
30分、青年の家 302。毎週土曜
日午後 4時～ 6時 30 分、武道
館。無双直傳英信流居合術。対
象は中学生以上。年会費 2,000
円。月会費 3,500 円。［申・問］
岩上さん（℡   891・9640）か、
渡邉さん（℡   892・3174）

社交ダンスウィル　　会員募集
! !
　毎週木曜日午後
6時～（初級）、午後
7 時 ～ 8 時 30 分
（中級）、ゆうゆうセ
ンターほか。元西部
日本ファイナリスト楢崎義憲さ

んの指導による正しく美しいダ
ンスを目指すサークルです。初
心者見学者歓迎。入会金 2,000
円。月会費 3,500 円。［問］木村
さん（℡   080・1510・5389）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日午前 10 時～正
午、青年の家 302 号室。歌の
好きな方どなたでも大歓迎。み
んなで楽しく歌えば心に花が
咲きますよ！ぜひ一度見学に
お越しください。指導は野田房
子さん。入会金 1,000 円。月会
費 2,500 円。［問］竹本さん（℡  
891・5265）

女声合唱団「和」
　毎週木曜日
午 前 9 時 45
分～正午、枚
方市さだ生涯
学習市民セン
ターほか。新
入部員募集中。
ハーモニーを楽しみませんか
♪入会金無料。月会費 2,500 円
（別途積立金有）。［申・問］伊藤
さん（℡   843・5585）

［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

  会員募集　●●●

小学生と一緒に学ぶ
「ファミリー草花教室」

　草花の①土の作り方、②種のまき方、③植木鉢への
移植、④育て方のポイントなどを実習しながら学びま
す。当日は種をまいた鉢と植物園で用意した苗をプレ
ゼントします。
と 　き　8月 2日（日）午後 1時 30分～ 3時（雨天
決行）
と ころ　大阪市立大学理学部附属植物園
対　象　小学生とその家族
定 　員　15組 30人程度（多数の場合は抽選）
費　用　入園料 350円（中学生以下無料）
［申 ］往復はがき・ファクス・eメールに①住所②氏
名③年齢④電話番号を記入し、7月 27日（月）＜
消印有効＞までに〒 576 － 0004　私市 2000　
大阪市立大学理学部附属植物園　（℻   891・2101 
　e-mail:b-garden@sci.osaka-cu.ac.jp）

［問］同植物園（℡   891・2059）

植物園観察会
「水生植物」

　近年、水辺の植物の種類や個体数が減少
しています。現在ではほとんど見かけなく
なった絶滅危惧植物のガシャクモ・ミズキ
ンバイ・ムジナモなどを含めて約 80種類
を植物園で保護育成しています。
　これらを観察しながら植物園教員が解説
します。
と 　き　7月 25 日（土）午後 1 時 30 分
～ 2時 30分（雨天中止）

と ころ　大阪市立大学理学部附属植物園
費　用　入園料 350円（中学生以下無料）
［申 ］　当日自由参加。午後 1時 30 分まで
に植物園入口を入ったところに集合

［問 ］同植物園（℡   891・2059　℻   891・
2101 　e-mail:b-garden@sci.osaka-
cu.ac.jp）
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  大会結果●●●

第52回交野市長杯わんぱく相撲大会
　5月 17 日（日）、交野武道館
前相撲場で 102 人が参加して
行われました。上位の成績は次
のとおり。敬称略。

▽団体戦　高学年の部
①柔道教室A②柔道教室B
③梅が枝、倉治A、倉治B

▽団体戦　低学年の部
①郡津子ども会B②梅が枝

③ 天野が原こども会A、天野が
原こども会B

▽個人戦　小学 1年
①川上大喜②東野和哉
③比良一葉、木元蒔萌樹

▽個人戦　小学 2年
①滑川雄基②久保晃大
③長友光樹、若松聖覇

▽個人戦　小学 3年
①杉田修平②木村颯
③山本透真、向井竜平

▽個人戦　小学 4年
①野口稜平②中角秀輝
③乾瞳、寺田昂平

▽個人戦　小学 5年
①岩崎航己②佐合一希
③小山田剣士郎、楠拓也

▽個人戦　小学 6年
①高橋卓馬②梅田駿
③吉本匠、岸本謙成

21年度春季市長杯バレーボール大会
　5月 17 日（日）、いきいきラ
ンド交野メインアリーナで 11
チームが参加して行われまし
た。上位の成績は次のとおり。

▽ A クラス
①フレッシュ②星田

▽ B クラス
①ウィング②エンジェルス

市長杯グラウンド・ゴルフ大会
　5月 20 日（水）、私部公園グ
ラウンドで 185 人が参加して
行われました。上位の成績は次
のとおり。敬称略。

▽男子の部
①山口幸三
②長岡春夫
③松前健二

▽女子の部
①安井ミフ子
②津守カズ子
③若畑昭代

第46回市長杯ゲートボール大会
　5月 22 日（金）、天の川緑地
公園で 14チームが参加して行
われました。上位の成績は次の
とおり。
①私市山手チーム
②私市チーム
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マスクの寄贈
　大阪府内での新型インフルエ
ンザ発生に伴い、マスクが品薄
状態の中、宅配クック 123枚方
中央店から 500 枚のマスクを
寄贈していただきました。

ふるさと寄附
　交野市牛乳パックリサイクル
連絡会（今西峰子会長）から 21
万 4,708 円を寄附していただ
きました。
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楽しい！ラテンエクササイズ！
　毎週木曜日、青年の家。大人
気のコアリズムを取り入れた
ノリノリ♪ラテンリズム体操
です！プロラテン教師が指導。
どなたでも楽しめます。入会
金 2,000 円。月会費 3,000 円。
体験レッスン有。［問］松井さん
（℡   090・1131・4885）

やさしい話し方教室
　毎月第 4土曜日午後 1時 45
分～午後 3時 45 分、ゆうゆう
センター 2階（変更する場合が
あります）。やさしい話し方の
講座と 3分間スピーチの練習。
入会金 1,000 円。年会費 2,000
円。月会費 1,000 円。［申・問］
大谷さん（℡   893・3424）

バウンドテニス（星の森）
　毎週土曜日午前 9時 30分～
正午、いきいきランド交野（室
内）。初めての方も大丈夫。親
切指導。一緒に体を動かしま
しょう。見学はいつでも大歓迎
です。入会金 1,200 円。月会費
1,200 円。［申・問］村上さん（℡  
891・3913）

交野こども三味線教室
　毎月第 2・4 土曜日午前 10
時～正午（予定）、星田会館。9
から 12 月まで開講します。三
味線を弾いてみませんか？文化
庁委嘱事業。小・中学生対象（初
心者・親子参加者歓迎）。楽器
貸与。参加費無料。［申・問］寺
田さん（℡   894・0533）

女性のための合気道　夢玄会
　毎週日曜日午後 1時～ 2時
30分、ゆうゆうセンターほか。
健康法、護身術としてあなたも
ぜひ！少人数の楽しい道場で
す。見学・体験もできます。入会
金 3,000 円。月会費 2,000 円。
［問］平田さん（℡   840・0709）

  会員募集　●●●

  ハイキング●●●

  善　　意　●●●

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽松塚の岡本功さんから3万円

▽有馬保さんから車椅子

▽匿名で商品券 2,000 円

▽匿名で車椅子

緑基金に寄附
　5月 14 日（木）、国際ソロプ
チミスト大阪－交野（福森清子
会長）から「緑の環境を守る事
業」に役立ててください、と 11
万 6 千円を寄附していただき
ました。
　市は、この寄附金を「都市の
緑基金」に積み立て、緑豊かな
交野を後世に伝えていくために
活用します。

水彩画入門
　毎月第 2・4日曜日午後 2時
～4時、星田市民センター2階。
気軽に描いてみませんか。見学
自由。月会費 3,000 円。［申・
問］直接会場か、奥田さん（℡  
090・3872・1104）

伝統文化交野筝曲こども教室
　小学生を対象に夏休みにお
こと教室を 10 回続けて受け
てもらい、最後に発表会を開き
ます。文化庁の伝統文化助成事
業です。会場は青年の家。参加
費無料。つめ代・教材費 2,700
円。［問］伝統文化交野筝曲こ
ども教室事務局の笠井さん（℡  
893・3938）
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六甲～観音山・奥池遊びの広場
　7月12日（日）
午前 8 時に阪急
梅田 3 階改札口
前に集合。緑の会
旗が目印。雨天中
止。阪急夙川駅 －
鷲林寺バス停留所－観音堂－旭
滝－観音山－奥池遊びの広場－
奥池バス停留所。持ち物はハイ
キング装備。参加費 300円。交
通費1,200円。要申し込み。［申・
問］岩本さん（℡   892・0167）

三方　石観音から展望台
　7月 25 日（土）午前 6時 50
分に河内磐船駅に集合。尼崎－
米原－敦賀－三方－石観音－第
一展望台－第三展望台－石観音
寺。一般向 8㌔。小雨決行。青春
18きっぷ使用。参加費200円。
交通費 2,300 円。［問］鶴園さん
（℡   891・6002）

奈良　高円山（432 ㍍）火床
　8月8日（土）、午前7時50分
に河内磐船駅に集合。京田辺－新
田辺－奈良－春日大社－滝坂の
道－高円山－登山口－奈良公園－

近鉄奈良。一般向7㌔。雨天中止。
参加費200円。交通費1,500円。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）



21.07.01 (34)

0466）

盆踊り講習のお知らせ（ふじ美会）
　7月 19日（日）午後 5時～ 7
時、ゆうゆうセンター 3階運動
療法室。曲目「大漁まつり」「牛
ちゃんマンボ」「バハマ・ママ」
「河内音頭」ほか。今年の新しい
盆踊りの曲があります！子ど
もから大人まで参加無料。［問］
大阪民踊連盟の札埜さん（℡  
893・3758）

㈳交野青年会議所7月度公開例会
　7月 20 日（祝）午後 2時～、
いきいきランド交野 1階会議
室。速読講座「あなたはその能
力を何に活かしますか？」講師
は呉真由美さん。参加費無料。
予約先着 150人。［申・問］交野
青年会議所（℡   892・4500　
℻   892・4507　e-mail:info@k
atano-jc.or.jp）

福岡公之介絵画コレクション
　7月 21日（火）～ 26（日）午
前 9時～午後 5時、青年の家 1
階ロビー。風景画水彩画その他
50点。入場無料。［問］福岡さん
（℡   892・5835）

夏休み親子パン教室
　7月 22日（水）・30日（木）、
8月26日（水）午前9時～の部、
午後 1時～の部、ゆうゆうセン
ター調理室。親子で 2,800 円。
兄弟 1,000 円。講師は食育イン
ストラクター・ピーターぱん
クラブ代表山田和子さん。［問］
横 山 さ ん（ ℡   090・3999・
5973）

シャレード社交ダンスパーティ
　7月 23 日（木）午後 1時 10
分～ 4時 10 分、ゆうゆうセン
ター 4階多目的ホール。S・A
級伊藤岡本プロが講師の団体
レッスンの会員が主催。みなさ
んのお越しをお待ちしてます。
会費 500 円。［問］畑中さん（℡  
090・4648・1775）
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夏本番！スレンダー講習会
　7 月 24
日（ 金 ）午
後 1 時 30
分～、ゆう
ゆうセンタ
ー学びの部
屋 1。夏 に
向けて、気になる部分のスレン
ダー講習会行います。自宅で簡
単に１人でできる方法を提案
します。参加費 500 円。［申］直
接会場［問］奥村さん（℡   090・
6551・7715）

うたごえ喫茶
　7月 26日（日）午後 1時（開
場）、午後 1時 30 分（開演）～
3時 30分。ホーム明星（星田 8  
－ 6 － 7）。なつかしい歌、新し
い歌、童謡などいろいろな歌を
ピアノ、アコーディオンの生伴
奏で皆で歌いましょう。参加協
力金 500 円。［問］渡辺さん（℡  
892・1218）

親子で楽しむフラワーアレンジ
　7月 26 日（日）、30 日（木）
午前 10 時～ 11 時 30 分、ゆ
うゆうセンター 2階。自由に花
を選んでアレンジを作ります。
対象は 4歳位～小学生の子ど
もと保護者。参加費一組 3,800
円。［申・問］宅島さん（℡   090・
8659・8998）

若返り「顔マッサージ」
　7月 28 日（火）午後 1時 30
分～、ゆうゆうセンター学びの
部屋。わずか 3分間で自分でで
きる顔マッサージ体験。年齢よ
り 10歳若く見られたら？持ち
物はタオル・鏡・化粧品。参加
費 500 円。［申］直接会場［問］
奥 村 さ ん（ ℡   090・6551・
7715）

第 3回油絵教室展
　7 月 28 日（火）～ 8 月 2 日
（日）午前 9 時 30 分～午後 4
時、青年の家 1階ロビー。初心

者と経験少ない愛好者の作品展
です。この 1年間の作品をご覧
ください。入場無料。［問］油絵
教室講師の南郷さん（℡   892・
5287）

ベビーマッサージ
　7 月 29 日（水）午前 10 時
30 分～ 11 時 45 分、いきいき
ランド交野 2 階。2 ～ 10 か
月ごろの赤ちゃんが対象。みん
なで楽しく過ごしませんか。参
加費 1,000 円。予約制。［申・
問］堀田さん（℡   090・4285・
5089）

新聞で切りはり、手作り絵本
　7月30日（木）午前10時～、
倉治図書館視聴覚室。新聞紙を
使って手作り絵本を制作。持ち
物はスティックのり。対象は小学
生。定員は当日先着25人。参加
費無料。［問］絵本の読み聞かせ
ボランティアグループKIRARA
の中島さん（℡   893・4480）

第 6回かたのキッズコンサート
　8 月 2 日
（日）午前
11時～、午
後 2時～の
二回公演、
ゆうゆうセ
ンター多目
的ホール。
創作ミュージカル「すてきな友
達2009～魔女へのおくりもの
～」と子ども奏者との器楽アン
サンブル。子育てネットと音夢
の会の共催。［問］前田さん（℡  
090・2282・0054）

おとなのための琴体験教室
　8 月 8 日（土）午後 1 時 30
分～ 3時、青年の家学びの館。
どなたでも参加できます。参加
費 300 円。［申］往復ハガキに
住所・氏名・電話番号を記入し
て〒 576 － 0065 向井田 3 －
332 － 1　笠井［問］笠井さん
（℡   893・3938）



(35)21.07.01

  催　　し　●●●

はなきんくらぶ
　7 月 3 日
（ 金 ）・24 日
（金）午後 1時
30 分（開場）
～ 4 時、ホー
ム明星（星田
8 － 6 － 7）。
カラオケ・囲
碁・将棋など。対象は市内在住
の 60 歳以上の人。参加費無料
（喫茶は有料）。主催は（社福）
豊年福祉会。［問］浜崎さん（℡  
894・1798）

科学じっけん＆おもちゃづくり
　7 月 5 日（日）午前 10 時～
正午、ホーム明星「星徳館」（星
田 8 － 6 － 7）。対象は大人と
小学生のペア。教材費 1人 300
円。主催は（社福）豊年福祉会。
［申・問］明星事務所（℡   891・
2029）

交野水彩画会（文月展）
　7月 7 日（火）～ 12 日（日）
午前 9 時 30 分～ 4 時 30 分、
青年の家 1 階ロビー。会員の
作品約 50 点を展示します。な
お 10 日午前中は、会場で会員
の作品互評会を行います。入場
無料。［問］楠元さん（℡   891・
5510）

ゆかた着付講習会
　7月 7日（火）武道館第 1・2
専修室、8日（水）幾野南集会所、

いずれも午前 10 時～正午。今
年は浴衣を着て夏祭りに行きま
せんか。持ち物は、ゆかた・半
巾帯。参加費無料。［申・問］和
装技術研究会着物着付教室の根
本さん（℡   891・5073）

サウンド会　社交ダンス交流会
　7月 8日（水）午後 1時 5分
～ 4時 15 分、ゆうゆうセンタ
ー 4階多目的ホール。抜群の選
曲で男女バランスも良く好評。
お茶お菓子にフルーツもご用
意。存分に踊れます。会費 800
円。［問］畑中さん（℡   090・
4648・1775）

「介護・福祉」特別講演会
　7月 11日（土）午後 1時（開
場）、午後1時30分～午後3時、
ゆうゆうセンター交流ホール。
あったか地域の大家族「富山型
デイサービスの 16 年」。惣万
佳代子さんの講演。参加費 500
円。［問］ケアハウスきんもくせ
いの小林さん（℡   895・2468）

ゆかたを着付けて夏祭りに！
　7 月 11 日
（土）・18日（土）
午前 10 時～正
午、武道館2階。
夏祭りに向け、
自分でゆかたを
着て、帯結びが
できるようにな
りませんか。持ち物は浴衣・半
巾帯・腰ひも 2本。費用は 1回
500 円。［申・問］直接会場か、
岡田さん（℡   891・8953）

心身統一合氣道無料体験
　7 月 12 日（日）午前 9 時～
10時（5歳～小 6）、午前 10時
15 分～正午（中学生以上）。7
月 14 日（火）午後 5時～ 5時
45 分（5 歳～小 2）、午後 6 時
～ 7時（小 2～小 6）、午後 7時
15 分～ 9時（中学生以上）。ゆ
うゆうセンター。［問］古川さん
（℡   892・8828）

行政書士による日曜無料相談会
　7 月 12 日（日）午後 1 時～
3時、ゆうゆうセンター。遺言・
相続、内容証明・示談書の作成
など。費用無料。［申］直接会場
［問］行政書士会枚方支部の高
田さん（℡   893・7056）

「ハンナのかばん」劇団コーロ公演
　7月 12 日（日）午後 6時 30
分～ 8時、枚方市民会館。第二
次世界大戦中、アウシュビッツ
のガス室で 13年の生涯を終え
た、ハンナ・ブレディの物語。
対象は中学生～。入会金 100
円。月会費1,200円（4歳以上）。
［申・問］交野おやこ劇場（℡  ・
℻   893・4960）月・水・金午
前 10時～午後 2時

ミニ歌声喫茶
　7月 17日（金）午後 1時～ 2
時、ゆうゆうセンター 3階団体
共用室。吉田プロのアコーディ
オンに合わせて懐メロを歌いま
せんか。参加費無料（飲み物は
有料）。主催は㈶大阪府視覚障
害者福祉協会交野支部。［申］直
接会場［問］杉尾さん（℡   893・

　　　　　

人口と火災・救急編集手帳
5 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,588 人 （＋ 468）
男 38,948 人 （＋ 211）

女 40,640 人 （＋ 257）
世帯数 31,098　 （＋ 319）

5 月の火災と救急
火災 1件 救急 183件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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藤
ふ じ い

井 隆
りゅうた

太です　平成17年11月13日生
武
た け だ

田 彪
ひょうご

吾です　平成17年12月 3日生
堅
か た ぎ

木 陽
ようへい

平です　平成17年12月 6日生
（写真左から）

　「ママのお腹の中にいる時からの
仲良し3人組！男前になあれ♡」　

（藤井さん＝星田、武田さん＝神宮寺、堅木さん＝倉治）

南
なんごう

郷　ななみです
平成20年11月11日生

　「いつも可愛い笑顔をありがとう

これからもよろしくね♥」

（藤が尾）

　みなさんは「交野八景」という観
光スポットをご存じでしょうか。
　交野八景とは、交野の豊かな歴史
と自然を大切に守り、保存し、未来
に伝えていくため、昭和 56 年に、
市民の投票によって選ばれたもので、
それぞれが 2・3 か所をめぐるハイ
キングコースになっているのが特徴
です。
　次号からは、現在の交野八景の写
真とともに、それぞれの魅力につい
て、紹介いたします。

交野山
の来光

かいがけの
の錦繍

源氏滝
の清涼

獅子窟
の青嵐

尺治
の翠影

天の樟船渓谷
の朝霧

妙見
の観桜

星の森
の寒月

協力　交野市星のまち観光協会

観
光
協
会
観
光
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

星
の
あ
ま
ん

交野市駅

河内磐船駅

河内森駅

私市駅星田駅

天
野
川

郡津駅


